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ThisessayisaboutthestateorriceagrlCulture

intheRedRiverDeltainthetenthcentury,and

isthesecondpartorthehistoricalstudyorthe

recla-ationofthatdeltafrom thefirstcentury

tothenineteenthcentury,whichaimsal:under-

standing thecharacteristicsofVietnamesesocio-

economical history in comparison with other

SoutheastAsiandeltas.

InPart1,theidentificationofDtrbrlgI.am,

thehomebaseofNg6QJly昌n,thefirstfounder

ofaVietnam indepeIldentofChina,and Tien

Ih andVaNinh,thedomainsoftheSt'rquan

(TwelveLords),withpresentplacenames,itis

shownthattheeconomicpowerorthoselordsin

thetenthcenturywasbasedonricecultivation

onterraceandfoothillareas,whichcanbetraced

backtothefirstreclamationperiodofthedelta,

conjecturedtobeintheDらngSunage･

InPart2,byanalysisofthesituationofCa

Phap,thehomevillageofI弓,C6ng Uan,the

丘rstemperorofI弓,Dynasty,XieuI,oai,Phong

Chau,andNguy昌nCia,domainsoftheS丘quan,

M早tI.iさn,andPhtlDai,fiefsofthesonsofI.a

Hoan,thefirstemperoroftheEarlyIJeDynasty,
IconcludethattheirinnuencewasfouIldedon

thenaturalleveesalor唱 bigriverssuchasthe

Red River,CanaldesRapidesand Canaldes
Bambous,which would makethem almostthe
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samein characterasthelandsandpowerbase

ofnativepowers,thatisdatingfrom thefirst

reclamationperiod.

In PaTt3,however,HangChau,thehome

village of the Khdc family,the firstnative

governorsofGiaoChau (NorthVietnam)when

independentofChina,D6DらngGiang,adomain

oftheSllquan,and I〕争iD昌,homevillageof

DaThich,an assassin ofDinh BS Ⅰ,inh,one

findsthatanew reclamation typeappearedon

thesmallnaturalleveeslocated lnthewestern

floodarea(easierdeHadong)andtheupperdelta

with theadoptionOffifth-monthricecultivation

intheselower-1ying丘elds･

In Part4,in othercasessuch asChtrαng

DuWng,afiefofDuαngTham Kha,ausurper

ofthethronefrom theNgafamily,and Bang

Ch昌u,adomainoftheSirquan,atendencyto

penetratesomesandbankareastoplantmulberry

orforuseassmallnavlgation stationson the

RedRiverisshown.

InPart5,IpointOutthatin placesatthe

edgeortheRedRiverDelta,suchasHoaI.1J,

thecapitaloftheDinhandI.adynasties,B6Hai

Khau,adomainoftheSirquan,TraHImng,a

baseofPh争m LinhC6ng,apatronofasonof

Ng6quyさn,and H8iH6,adomainoftheSir

Ouall,anew typeOrpoliticalpowerhadrisen

duringthetenthcentury･ Theseareaswerenot

suitableforricecultivationwithoutdikes. Soit
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isverydifhculttoexplaintheexistenceofpowers

intheseareasbyagrlCulturalfactorsalone･ One

can supposethatmoreimportanttotheselords

wouldbecontrolornavlgationontheRedRiver,

Sang DayRiverandtheThaiBinh-Canaldes

Rapidesriversystem･

In conclusion,in the tenth century,the
reclamation or the Red River Delta wasan

extension of a traditionalagronomic method

introducedintheDらngSo･nage,especiallyinthe

TrungDuarea(themiddlepartortheRd River

Valley),andsomecommercialfactorswereintro-

ducedontothisbase. However,thisconclusion

は じ

序論において坪内良博氏によって述べられ

るように,ほとんどの東南アジア諸デルタの

本格的開拓は最近世に属する｡ しかるにこの

中にあって,なぜ 紅河デルタのみが,通説に

したがえば紀元前後に遡 るという異常に古い

開拓史を有するのであろうか｡それが果たし

て事実であるか,また事実であれば紅河デル

タのいかなる要素がそれを可能にしたのか｡

その分析は東南アジア諸国家におけるヴェト

ナム国家の特殊性と関連 し,かつヴェトナム

社会それ自身の発展をも規定するきわめて重

要な課題であろう｡

筆者は前論 [桜井 1979]において,漢代

請.県の位置を比定 し,その多くが段丘下位 ･

残丘周辺 ･沿河微高地上に位置することを指

摘し,通説に反 して,紅河デルタの開拓 もそ

の初期においては他の諸デルタと同じく,農

学的方法の適用によるきわめて自然的な開拓

であることを示唆した｡

本論ではこうした農学的適用によるデルタ

開拓がいかなる時代まで行われたのか,また

前論執筆後,高谷好一氏より問題提起のなさ

れた下部デルタ･低湿地のごとき農業不適地

にも生ずる諸小権力をいかに考えるか,の二

つの問題点を理解すべ く,10世紀の独立期の
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suggeststhatreclamation methods would be

limitd bythegeographicalsihation･ So,anew

engineering method had to be introduced to

reclaim sudlunfavorable areasasbackswamps

andtidalcreeks･ Thishappenedfrom thetenth

century with the powerof new dynastiesto

mobilizemanpowerandtheintroductionofthe

dikeconstructionmethodnewlydevelopedin the

YangtzeRiverDeltaduringtheSungDynasty･

Thiscanberegarded asthe丘rstapplicationor

englneerlng methods to reconstructthe delta

geographyforricecultivation･ ThistoplCWill

bediscussedinthethirdreportofthisseries･

め に

紅河デルタを選んで,諸史料を分析 しようと

する｡

磨天祐3年 (906)ヴェトナムの土豪曲承

裕 (KhdcThd'aD甘)が膚末の混乱に乗じ

て,交州を支配する静海節度使に任じられて

から,1010年の李氏の建国にいたる過程につ

いては, すでに 山本達郎氏 [山本 1943],

杉本直治都民 [杉本 1968]の古典的な研究

があり,中国との関係史については河原正博

氏 [河原 1948;1959;1969;1973],片倉

穣氏 [片倉 1972]に研究がある｡ 最近では

Keith Taylor氏に唐未より李朝初期にかけ

てのヴェトナム国民意識の形成をめぐる研究

がある｡ [Taylor 1976]その政治過程につ

いては, もはや筆者がつけ加える何 ものもな

い｡

しかしながら,これらの論考のいずれ もが

中国史料の限界から,王朝創建時の権力者の

交替, もしくは中国との外交関係に論述の主

眼が置かれ,本論で問題 とするような,ヴェ

トナム民族の紅河デルタ定住開拓に関する研

究は皆無といえる｡ したがってここでは政治

的動向はこれら先学の諸論文に委ね, もっぱ

ら史料中に散見する歴史地名を種々の考証に

よって5万分の 1地形図におとし,ついでこ
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れを京大東南アジア研究センター海田能宏助

教授 (港概排水学)貸与の1973年 7月および

同年12月の衛星写真 (Landsat) および同セ

ンター高谷好一教授 (池形学)作製の紅河デ

ルタ地形区分図にのせて,10世紀中期よ り11

世紀にいたるヴェ トナムの土着勢力形成の舞

台を確定 し,当時のデルタ開拓の限界を推定

しようとする｡

なお本論ヴェ トナム語表記中,時に声調記

号を逸 しているものがあるのは,1966年版ヴ

ェ トナム5万分の 1地形図の表記にな らった

ものであるo

Ⅰ 段丘下位および浅丘周辺の権力

前諭 [桜井 1979]で述べ られたように,

紀元前後のデルタ諸県は標高 2m以上の地域

に分布 し, この地では段丘部下位 ･残丘周辺

部 ･沿河微高地 (自然堤防など)の微地形差

を利用 した,作付け選択による開拓がなされ

たと推定 されるoこの作付け選択の技法は現

今中滞地帯 (TrungDu) に残存 していると

ころか らみて,デルタを囲続する高地段丘地

帯の農業にその始原 を有することは 誤 りな

い(,したがってデルタ地域 と高地 との接触点

にあたる段丘下位または残丘周辺の起伏地上

村落 (villagesderelief) の成立はデルタ開

拓の もっとも初期に位置するものであろう｡

本論ではまず, こうしたデルタ農耕史におい

て もっとも古い歴史を有する地椙の10世紀に

おけるあらわれ方をみてみ るO

(A)唐林 (Du'b'ngLam)

ヴェ トナム史上最初の自立政権である曲氏

は 3代曲承美 (KhdcThd'aM夕)の時,後唐
長興元年 (930)南漢の 劉輩に 滅ぼされる.

その翌年末には暢廷垂 (Du'o'ngDinhNghe)

が 起 り1)ついで 後習天福 2年 (937)牧公羨

(HieuC6ngTi昌n)2) ま た は矯公羨 (Kiるu

1)楊廷垂の出自については ｢愛州賂｣ (資治通鑑
277 後唐長興2年)｢愛州｣ (新五代史南漢世

家) ｢愛州人｣ (大越史記外紀全書5 梁龍徳
3年,唐同光元年,安南志略11五代時僻縮)と

あるのみで [山本 1943:74-76],愛州 (Ai
Chau)すなわち現タインホア省 (ThanhHoA)
と知りうるのみである｡

2)資治通鑑281 後背天福2年,新五代史65南漢

世家,東都事略130,九囲志9劉宏操侍｡

C6ngTi昌n)3) ま た は紹洪 (Thi今uHang)4)

が起 る｡5) この矯公羨 は ま た後普天福 3年

(938), 愛州か ら起 った呉権 (Ng6Quy昌n)

に攻められて敗死する｡ 呉 権 は 螺 城 (Lo乱

Thanh)に都 して王 を称 し, 944年 (後普開

運元年)に没 した｡

この呉権の出自について大越史記夕摘己全書

5は

姓呉,諸種,唐林人,世罵貴族,父支質本
州牧,-･･･.馬楊廷蛮牙購,建築以女妻之,

樺管愛州｡

として,本来,唐林に勢力を もっていたこと

がわかる｡6) 唐林については,越史通鑑綱目

(以下,綱 目 と よ ぶ)前編 4 唐貞元 7年

(791)条註に

唐林｡古社携,菖史註在福禄願｡福禄嚇今

改福毒,属山西省｡考山西省冊,福毒甘森

社,古紙唐林｡考山西省冊,福音甘霧社,

3)大越史記夕摘己全書5,越史略 1｡

4)宋合要蕃夷交蝕,宋史488,文献通考330｡

5)この矯公義については越史略 1に ｢峯州人｣と

あるのみで,詳細を知りえない｡後述の十二位
君中に峯州に拠る使君として矯三制,渦潮に拠●
った矯令公の名がある｡いずれもその拠地をか●
なり詳細に比定しうるが,あるいはこの両者の

いずれかと系譜を同じくするのではなか ろ う
か｡とすれば,前者は沿河微高地上,後者は段
丘部下位に位置し,いずれも伝統的な起伏地上

村落の権力と考えられる｡
6)当時の軍団は楊廷垂が養板子三千をひきいたと

いわれるように (資治通鑑277後唐紀 長興3

年十二月),擬制養子関係を基礎とする私兵集
団からなっており,当然任地よりその出身地が

問題となる｡慣子制度については栗原 [1952]
参照｡
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古竜虎唐林,鴻興 ･異種皆其社人,今有扉司社

蔦 ｡7)

として, 山西省 (So'nTRY)福等県 (Phdc

Th?)甘霜社 (Cam Lam)としてい る｡[山

本 1943:31] この地には 前呉王廟 が 存 在

し,大南一統志山西省によれば王の没後に其

子の昌文が本邑に立廟 した といわれ る｡ 呉権

7)ここでいう ｢蓉史註｣とは大越史記全書外紀5

に ｢辛末唐貞元七年春四月,交州唐林入唐林在両

線鳩興起兵国府｡｣ とある唐林福禄説のことで

あろう｡しかしこの嬬興 (PhtlngHu-ng)の唐
林が呉樺の唐林と同一であるかは疑問である｡

橘興は中国史料にみえない｡[後藤 1975:241]
これを唐林の人とするのは,おそらく卑旬幽雲

集布蓋字祐彰信崇義大王にある ｢按趨公交州
記,王姓嬬名興,世鳥居林州夷長｣の伝承に基

づ くものであろう｡この唐林州と ｢福禄｣との

関係は新居書33上地理志にある ｢福禄州,盾林
郡下｡本福禄郡｡総革二年 (669)智州刺史謝
法成,招慰生狭,昆明 ･北棟等七千飴落,以故

唐林州地置｡｣の福禄州の唐林によるのであろ

う｡ この福禄州を綱目編者は 山西省福寿県の

旧名福禄県に比定し, 以下 これにならってい

るが [山本 1943:31;後藤 1975:241],H･
Masperoはこの福禄州をゲアン (NgheAn)方
面に比定している｡[H･Maspero 1910:550]
新居書でいう智州は旧居書33上地理志醍州によ
れば,武徳 5年 (622)日南郡の文谷 ･金寧の

2県を析しておいた州で,後越裳県となる｡ゲ

アン以南であったことは誤 りない｡したがって

智州刺史謝法成の征討した唐林の地 もこの周囲

とするのが正しく,現ソンタイ市の西方4km
の CamI.am社に比定するのは難しい｡ おそ
らくは本来,ゲアン近辺の唐林州の反乱 を陳

(Tram)朝にいたって現 CamLam社 に肥っ
たものであろう｡現に卑旬幽惑集には ｢初王既

弟,英東銀赫,衆以神事之,立廟在都府之西,

陳重興元年,勅封受祐大王｣とあって, ｢都府

之酉｣ (現 CamI.am社の柁廟であろう)*と
出身地である唐林州との関係を示していない｡

*なお畏友高津茂氏によれば,布蓋大王 (描

興)の両は甘顧社のほかに河内省永噸県盛光

坊,南定省大安県,野池県,兜安県の4カ所
にあるという｡高津氏は ｢都府之西｣をこの

河内省の鳩王Jlf7gと考えられているが [高津

1978:44],永ノ煩県は大南一統志河内省建置
沿革によれば ｢在府東六里｣であり,また坊

名をもつところから,都府内と考えるのが正
しい｡陳朝創把の渇王廟はやはり甘霧社の布

蓋大王詞を指すと考えるのが正しかろう｡
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一一10-- 10m等高線
山⊥⊥u⊥ 崖

こ こ 集落地

図 1 甘零社付近

の出自をこの PhdcTh9県 CamLam 社 と

して無理がない｡8)

次に 5万分の 1地形図 で Cam Lam 社 を

み る.CamLまm 社 は現 So'nTay市の西方

4.5km の地 にある｡ 図 1にみ るように, こ

の地は 北方 3km の地 を 流れ る紅河 とよ く

発達 した崖によって明瞭に分かたれ る,標高

10m前後の台地上に 存在す る｡ 幅 1.5-2

km の台地の南西縁にはバ ビ (Bavi)山塊の

末端丘陵が複雑に突起 し, この小丘陵群 と台

地面 を画 して,SangConが北西か ら南東 に

走 ってい る｡Cam Lam 社 は この S6ngCon

に面 した小丘陵上に位置 した村 落 で あ る｡

CamLam 社 は19世紀の行政区分では甘煮盛

総 (CamCiaTh与nhTang)に属す る｡ 甘煮

盛総 は図 1中央 にみえる溜め池周囲に分布す

る台地上の村落か らな るが, この うちでCam

Lam 社 と YenMテ (安美)社のみが 背後の

8)別に呉氏の墳墓の地を興安省 (HtmgYen)仙
侶県 (TienI･G･)とする伝承もある.大南一統
志興安省嗣廟に ｢前後呉王詞｡在仙侶解｡面巳前
後呉王及天策王,在稽落虞｡故又称稽落布｡呉

王祖墓在此,今其墓常在神前｡｣とある｡
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丘陵に属 し,地形上はむしろ南方に隣接する

山地の仁里総 (NhanLテ)の村々と同 じ で

ある｡9) おそらくはこうした台地平面に面 し

て,SangConの水利を支配するに足 る丘陵

斜面上,段丘下位の定着は前論で詳述 した中

潜農業の典型であ り,その権力の発生は古 く

紀元前後期の雑将時代に遡 るものであろう｡

その意味では呉氏の権力の基礎はデル タ開拓

の原初的な型を代表 しているといえよう｡ こ

の権力はそのまま,十二使君のひとり呉 日慶

(Ng6Nh争tKhanh)にひきつがれ る｡10)

本論ではこのような ドンソン時代にまで遡

りうる定住 をデルタ第 1期開拓 とす る｡ この

うち段丘部によるものをよ り原初的な,すな

わち前論で述べたような 中済 (TrungDu)

農業 と基本的に同一な もの としてみて,第 1

期A型 とよぶ｡

(B)億遊 (TienDu)

944年 (後普開運元年)呉権が 没するや,

外戚暢三可 (Du'o'ngTham Kha)が 位 を奪

い,ついで呉権の 2子がこれに か わ るが,

965年 (宋乾徳 3年)以降, 紅河デルタは 十

二便君 (Sd'Quan) といわれ る分裂の時代に

は い る｡

この十二使君の-将院守捷 (Nguy昌nTha

Tiep)について大越史記外紀全書 4 乾徳 4

年 (966)は

9)同慶御覧地輿誌山西省福等鯨 ･気候は ｢平常風

雨寒暑輿省富岡｡惟仁里瑞願二線,民居並定土

阜連絡,樟気梢重寒菊:亦早o｣ として,Phdc

Th()県の平地諸村落の気候, 立地条件が デル

タ型なのに対し,NhanI･ナ総 は丘陵上 に存
し,山地型であったことを示している｡,

10)大越史記外紀全書5 乾徳4年 (966)には ｢呉

日慶稀呉覧公按摩林｡-云接腰水｡｣としている｡
ここでは一応唐林説にしたがう｡

ただし,呉日慶は後丁部領の女婿となり,さら

に丁部寵の死後,占城水軍とともに華間城を襲

って失敗するなど,丁部領の生い立ち伝説に深

く関係し,かつ海を介して占城と往来可能な腰

水 (GiaoTh丘y)説も捨て難い｡

院守捷構院令公,嬢倦遊｡

とし,越史略 1･十二使君は

院令公,名守捷,嬢仙遊｡

とするのみであるが,綱 目前編 5 宋太祖乾

徳 4年註は

守捷｡一班巴安君.身長聾高,間者霞駿｡

人柄富公｡及起兵稀院令公,保守仙遊解,

後併武寧,稲武寧王｡何魔人失詳｡

として,いささか詳 しい伝を残 している｡ し

か しこの典拠は不明である｡

巨元令公の拠 った魔遊 (仙遊)は院代行政区

画でい う北寧省義山府魔遊県 (TienSo'n)の

周辺であろう｡

魔遊県は ラピッド河 (CanaldesRapides,

SangDubng,天徳江)北岸の他の バクニン

省諸県の地形に比べて著 しい特色をもつ ｡ そ

れはバクソン (BacSo'n,北山)山塊がデル

タに置 き忘れた片岩質の残丘が,多 くこの県

と隣接する桂陽県 (Qu昌Du'o'ng)に 集中 し

ていることである｡むしろこれ ら残丘の集合

を中心に魔遊県 を区画 したかの観がある｡同

慶御覧地輿誌北寧省冊魔遊願 ･山は

月常山萱峯在回抱社,萱名茶山｡相博李聖

尊幸此,賜名｡韓面平陽,萱峯突起高峻｡

土石相聞｡山上有古松数株｡山遁之東有瓦

褐萱座｡大山 ･永常 ･古廟 ･イ天跡 ･重明 ･

儀衛 ･龍轟 ･指巨山 ･隠江 ･養蒙 ･東山等社

山各萱峯｡ 克念上社山萱峯｡ 満山社 山 武

峯, 内宝峯, 本省設立 山川壇｡ 向上等社

山,亦均係土石相聞｡

として,各村落が各 1または2の峯を有 して

いたことを示す｡図 2に示すように,村落は

標高 3-5m の平面に吃立す る 80m 級の残

丘の周囲に等高線に沿 って分布する｡ いわゆ

る ｢丘陵周辺 の 村落｣(villagesdebordure

decolline)である｡ したがって田面 も比較

的高位にあるため,北接す る諸県 とちがって

秋稲栽培が基本 で あ る｡ 同慶御覧地輿誌同

県 ･気候は
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tLl川 l120m等高線 ー 集落地 ⊂=トー 池 ･水路

■叶H+ト堤 防 0 1,000m

図2 魔道県の東半部

轄内地勢相高,夏田少而秋田多｡孟仲春則

植芋蔓｡陸集月別稼秋未｡狙冬則稜｡

としている｡

前論で述べたごとく,この残丘周辺の村落

は中溝テラス田における作付け選択技術がそ

のまま適用 しうる利点と,住環境 としての快

適さからおそらくデルタにおける開拓の もっ

とも初期の段階から定住を許 してきたのであ

ろう｡

院守捷の勢力 もこうした残丘周辺に発達 し

たものと考えて大過あるまい｡

(C)武寧 (VtiNinh)

十二使君の時代,武寧を支配 したものとし

て,ふた りの名が知 られる｡ 第 1は前述の綱

目前編の伝承による院守捷であり,第 2は績
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資治通鑑長編4 乾徳元年 (963)に ひ かれ

る ｢武寧州刺史楊曙｣である｡[山本 1943:

46]楊嘩 (Du'dngHuy)は他に伝がなくそ

の詳細は不明である｡ 武寧州は呉代に建置き

れ, 州韓に武寧山 (Vo'NinhSo'n)を有 し

ていたがゆえに,袈代まで県名 として残存 し

たO現 Qu昌Du'o'ng(桂陽)県 と VtiGiang

(武江)県にあたるという｡11) [H.Maspero

1910:570]

同慶御覧地輿誌北寧省桂陽解併掃武江県系･

山水は

桂陽解覧山起蹄,自席遊解儀衛社,連至本

願雲畝総覧山社,大小該式拾参峯｡ 前有一

山,似亀形,頭有二孔,出水不潤｡後有木凡八

栗山｡俗号肖岳肝｡邪棟社山三峯,内-峯有

寺観一座｡東稔社山五峯｡普頼社山一峯｡

山上有寺観一座｡慈峯社山二峯.香藷社山

一峯｡武江解大社社山三峯｡杜会社-峯｡

菰米社山三峯｡市棟社山二峯｡内-峯本省

設立文廟｡塔棟社山一峯｡山上有原鎮土城

遺跡｡扶朗社山二峯｡青山社山二峯｡文峯

社山一峯｡明良社山四峯｡渇翼社山一峯｡

向上諸山均是土山帝石｡

として,15社が 1-4峯をもつ残丘周辺にそ

れぞれ依拠していることがわかる｡ この武寧

州に拠った権力 もまた残丘周辺の村落を基盤

としたと考えてよかろう｡

筆者は倦遊 ･武寧のような残丘周辺高地に

依拠する村落を第 1期B型 と分類 したい｡こ

れはかつて申溝農業で展開した作付け選択の

技術が,ほとんどそのまま利用 しうる点にお

いて,A型のヴァリエーションとして理解で

きる｡12)

ll)ただし,安南志原 1山川,同書 2景物によれば
倦遊山は武寧州に含まれる｡魔遊山はのちの併
跡山 (PhatTich)のことである｡ とすれば,
院朝区画でいう魔遊県もまた武寧州に含まれて
いたと考えるべきであろう｡僧遊･武寧を1区
画と考えれば,魔遊に拠った院守捷が武寧王を
名のったとする所伝も首肯しうる｡
12)残丘周辺の村落については Gourou[1965:
240],桜井 [1979]に詳しい｡
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Ⅱ 沿河微高地上の権力 (Ⅰ)

ランドサット写真によって紅河デルタをみ

ると,紅河本流 ･ラピッド河 ･バンプ-河に

沿ってきわめてよく発達しT;自然堤防をみい

だすことができる｡

東方はラピッド河に沿って その終末 Sept

Pagodes(PhaL争i)に達 し, 南方は紅河に

沿って Nam D圭nh市をぬけ沿岸砂丘列とぶ

つかって消えている｡ ハノイを東西にぬける

その最大幅は 30km に及び, ランドサット

から自然堤防卓越地域の面積を計算すると約

2,200km2 (22万ha)に達する｡ この自然堤

防こそが中潜の段丘地帯よりお りきたった

水田農耕民を定着させるいわばデルタ開拓の

コアであったことはまちがいなかろう｡ 前編

[桜井 1979]で詳説 した漢代 10児がほぼこ

の自然堤防上に分布することがこれを証明す

る｡

では,本論の対象である10世紀の紅河デル

タにおいてはいかなる権力が,自然堤防上に

拠っていただろうか｡

(A)古法 (CるPhap)

1009年 (寮景瑞 2年,栄

大中祥符 2年),前袈朝 を

某奪してヴェトナム最初の

長期王 朝 を創 建 した李公

薄 (L≠C6ngUan)の生地

について越史略2は ｢北江

古法人也｣とし,大越史記

全書2もまた ｢北江古法州

人｣とする｡北江古法は綱

目2 梁景瑞2年注には

古法.州名oT以前馬吉

覧州｡賓改古法,李升馬

天徳府｡陳改東岸願,後

裂因之｡今 北 寧 東岸駆

足 ｡

とある｡北寧省東岸県は旧仏嶺行政区画でい

うBacNinh省の D6ngNg争n児である｡同

慶御覧地輿誌北寧省冊東岸塀 ･名勝をみると

李八帝陵在亭傍社林分｡地形似蓮花,該社

啓名苗法,係李朝湯休之呂｡今八位廟字現

存在比｡

とある｡ここでいう亭傍社はハノイ東 北 東

約 15km, バクニン市 との ほぼ 中間にある

DinhBang社である｡DinhBang社の社外

の地には李朝歴代の山陵群があり,いまなお

故老は陵を指定することができる とい う｡

[TyVanHbaXuatBan-HaBac 1973:75]

また村の東方には抗仏戦争期 まで D昌nLテ

BatDさ(李八帝廟) とい う陳朝創建の廟が

あり,1955年 12月にはホーチミンも参拝 し

ている｡[TyV益n H6aXuatBan･HaBac

1973:76]

5万分の1地形図で DinhBang社をみると,

ラピッド河の産んだ 5m 前後の自然堤防上

に立地する｡しかしこの一帯の微高地はラピ

ッド河南岸 と異な り,ラピッド河のたびたび

図3 亭傍社付近
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の氾濫によ り,微妙な凹凸が亥ほ れている｡

た とえば DinhBang社は同慶御覧地輿誌

囲北寧省東岸願 をみると,蒲湘江の北岸に沿

った村 となっている｡ 滞湘江 は 前論 [桜井

1979]に も述べたように, ラピッド河の旧河

床が ところどころ浬塞 した もので, 5万分の

1地形図では図 3にみるようにわずかに D争i

Dinh (大庭)社 とPhuChan (扶珍)社 を結

ぶ線, また TrungQuan(沖館)社地方に三

日月湖 を残すのみ となって,DinhBang社で

はその水路を失 っている｡図 3が示すように

この滞湘旧江の もた らした微妙かつ複雑な起

伏は同慶御覧地輿誌北寧省斬東岸願 ･名勝に

｢地形似蓮花｣ と称 され, また民俗では ｢巨

大な蜘妹｣(ConnhenKh6ng18) [TyV且n

H6aXuatBan-HaBac]とよばれ る｡

かような微妙な高低差 を もちノ かつ水の便

の良妙なデルタ微高地はおそ らく稲作には最

良の環境であろう｡ 同書東岸解 ･物産は ｢全

轄夏禾少,秋禾多｣ として, ラピッ ド北岸の

大部 を占める夏相 とは異な り,秋稲栽培が中

心であったことを示 している｡ また ｢収穫後

雑檀芋豊瓜読, 沿江洲土間植桑寮｡｣ として

19世紀段階では二毛作がすすんでいたことが

わか る｡13)したがって定着 もかな り早期に開

始 された と推定 され る｡ 前 3世紀 ごろの萄安

陽王の古蹟 として,また PhangNguyen文

化よ り現在にいたる各層遣物 を出土す る複合

遺蹟 として有名 な 古 螺 (CaLoa)は Dinh
Bang 社の西北 7km の同 じく自然堤防上に

ある｡14) また漢代郡治が置 か れ た 龍編城は

新説 で は 現 YenPhong(安豊)県の Tieu

So'nに比定 され る｡[D亭ng 1975:73]Tieu

13)特に DinhBang社は滞湘旧江の南側に山林を
もつため,懐山 (-惟山,HoaiScm)という薬
物を特産としていた｡ (同慶御覧地輿誌北寧省

東岸牌 ･物産 ｢惟亭傍社林分産懐山,避年例有

進貢｡｣京大薬学部の新田あや氏の御教示によ

れば,懐山はナガイモの一種で強精剤として用
いられるという)
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So'nは李公泡の母指氏が神人 と交わ り李公藷

を産んだ ことで有名な蕉山寺のある蕉山社の

ことで, DinhBangか ら東北東に 8km ほ

ど離れた低小な残丘上の村である｡

DinhBang社の 考古学的発掘の 報告 をい

14)呉権は939年 (晋天福4年)都を螺城に定める｡
螺城を萄安陽王の古螺 CaⅠ.oaと同じとすれ
ば,これもすでに前論 [桜井 1979]で述べた

ごとく,自然堤防上の開拓第 1期に属する定住
地である｡

大越史記全書外紀5は十二使君 の-将呉呂煩

(Ng6Xuo･ngXi)が ｢乎橋に拠った｣として
いる｡大越史記全書の作者呉士連はこの呉昌職
を呉朝の後継者としている｡しか し呉呂低 の

名は越史略 にはなく, かわって ｢院遊突,名

昌誠,接王栢｣とする｡両者が昌俄 また昌識

(Xuo･ngThtrc)と名を同じくするところから
同一人物としてよかろう｡山本氏は全書の編者

呉士連 (Ng6SiLien)が越史略と大越史記全
書の共通の典拠となった繁文休 (Ⅰ.aVanHu･u)
の大越史記を改変したものと疑っている｡ [山

本 1943:43]

しかしながら氏も指摘するごとく,緯資治通鑑

長編4 乾徳元年 (963)条には呉昌文の死後,

交祉十二州に大乱があったとし,その割拠者の

ひとりに｢参謀呉虞坪｣の名をあげている｡(新

五代史65では ｢其佐呂虞坪｣宋史488では ｢其参

謀呉虞坪｣)したがって呉氏を名のる勢力があ

り,かつそれが呉政権の中で参謀 (節度使に侍
して軍中機密を預る職)に任じられていたこと
がわかる｡

また大越史記全書は呉便君昌俄の伝を ｢姓呉｡
語呂焼｡天策主避難時,要南冊江女所生｡南育
王之姪也｡｣として,後述のごとく呉権の長子

呉呂笈 (NgaⅩtrcmgNgap)が南冊江 (Nan
SachGiang) の指令公 (Pham I.inhC8ng)
のもとに亡命した時,土地の女に産ませた子で

あるという伝承を伝えている｡おそらく何らか

の野史がその典拠となっていると考えてよかろ

う｡
したがって呉氏の勢力基盤をついだ勢力として
呉昌機かあるいは呉虞坪を考えることができよ

う｡超史略は院遊突の拠った地を王橘 (Vtr(yng
Cao)とし,大越史記全書は平橋 (BinhKiさu)
とするが,綱目は平橋について ｢未詳虞所｣と
している｡山本氏は虞坪はあるいは呉氏の居城

たる CaⅠ.oaに拠ったのでないかとしている
が [山本 1943:47],王楕または平橋もこれ

に準じて考えることができよう｡とすればこれ
もCaⅠ.oaに拠る自然堤防上の勢力とするこ
とができよう｡
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まだ得ないが, かような地理的位置 か ら し

て,デルタ開拓の原初か ら定着がなされてい

たとしてよかろう｡ とすれば,李朝の権力は

デルタ′開拓の第 1其射こ属する古い地域に依拠

していたとすることができる｡ ただ し,それ

が段丘 ･残丘周辺のごとく明確なたかみに立

地するのではなく,基本的には低平な自然堤

防上の秋稲に立脚 し,支流,旧河道の形成 し

た狭小な微高地に定住する意味において,第

1期C型 として分別すべ きものであろう｡

(B)超類 (XieuLo争i)

十二使君のひ とり李圭 (L≠Khue)につい

て大越史記全書では ｢李圭, 栴李朗公｡.揚超

類｡｣ とある｡越史ノ略では ｢院 15)郎公,名珪｡

壕超類｡｣ とある｡ 李圭の神 詞は地誌の上で

はみ られず,その出身地が超類県のいずれで

あったかは不明である｡ただ し,超類はすで

に漢代か ら哀惜県の置かれた地であ り,前論

[桜井 1979]で 述べたごとく, ラピッド河

沿いに広 く発達 した標高 5m ほどの 自然堤

防上の県である｡先の李氏の拠 った亭傍社 と

同じく,紅河デルタ開拓の第 1期C型の定住

が行われていたとしてよかろう｡

(C)峯州 (PhongChau)

十二使 君 の ひ と り矯 公 苧 (KiさuC6ng

H乏n)について 越史略 は ｢矯三制. 名公梓

(H孟n)｡接峯州｡｣ とし,大 越 史 記 全 書 も

｢矯公竿稀三割, 接峰州｡｣とする｡前論 [桜

井 1979]で述べたごとく,峯州は阪朝の山

西省一帯に拡がる地域であるため, これだけ

では比定 しえない｡

大南一統志山西省古蹟をみると

矯使君廃城｡在白鶴願扶立社.史記使君矯

公苧所築｡俗称馬城内城外,即此0

15)一般に越史略においては李という文字は全て院
に置きかえられる｡[山本 1943:42] したが
って院珪と李圭は同一人物である｡

莞≡砂 地

∈∋ 池 沼
- 集 落 一一10-- 10m等高線
くこう崖 十H.十什 堤 防

0 1,000m
｣.___･....__.__J

図4 扶立社付近

とある｡16)

仮にこの地を矯公竿の拠地 として考 える｡

扶立 (PhaL争p)社は 5万台の 1地形図でみ

ると,ソンタイ市の真北, 8km に位置 し,

16)高津茂氏の前掲末刊行論文,および大南一統志

南定省神詞によれば,矯三制を妃る両は南定省
南晃締合律社 (HgpI.u冬t)および同じく柿陽
社 (BaiDu･gng)にあるという｡しかし同詞の
伝では,丁部寵 (DinhB¢Ⅰ.inh)に駆逐 きれ

た矯公竿が安閑 (柿陽合律社地分)に逃げ,こ
の地で自殺したゆえであるという｡したがって
この両社は矯公竿の本拠地と直接の由来をもつ
ものではない｡

ちなみに大南一統志の同条には,矯公竿は秦州
･豪州 ･峯州の3州に拠ったから三制と称した
というが,案州 ･豪州なる地名が北部ヴェトナ
ムに存在したとも思われず,かつ他の史料にも
みあたらない｡後述するように峯州内にも院寛
･呉日慶等が近隣の地に播躍している｡到底矯
公竿が3州の雄長であったとは思われない｡し
たがって一統志のこの記述は誤伝である｡
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ほぼ標高 10m の微高地上に位置する｡ 図4

をみるように,PhaL争p社の南面は低地に

なって砂質土嚢 と,大小さまざまな池沼列が

みられる｡ さらにその低地の南面は堤防で画

された 10m ほどの微高地が南方に拡が り,

紅河の河床 と接 している｡ この池沼列 と砂地

の低地はいうまでもなく,さして遠からざる

以前に,紅河がこの地を流れていたことを示

している｡ 図4の 中央部に東西に並ぶ, 宿

池,低地群の存在は,その流れがいく度もそ

の河床をかえたことを想像させる｡

したがってPhもL争p社 もまた紅河旧河道の

残 した沿河微高地上の村落 とみることができ

る｡ この地が漢代麓冷.県にあたることからみ

ても [桜井 1979]第 1期C型 として開拓 さ

れたものであろう｡

(D)院家 (Nguy昌nCia)

十二使君のひとり院寛 (Nguy昌nKhoan)

について大越史記全書は ｢匝元寛解太平｡ 壊三

帯｡｣とし,越史略は ｢院太平｡ 名寛｡一名

記｡壕匹元家｡｣とする｡

全書でいう三帯 (TamDai)は院朝以前の

永祥府 (VinhTu'b'ngPhも)の旧名であり,

讃史方輿紀要 112には三帯州の名がみえる｡

越史略の院家は綱目注 に よれ ば院 家 滞

(Nguy昌nCiaLoan)とな り

山名｡輝晋作哲｡ 山西省朋猫一名耳山, 一

名下山,在安繁願永姥社 ｡ 使君 院 寛 壕 三

帯,治此｡国名悪｡

ときれ,皇越地興誌 1には

院家潜｡在安楽永某社｡十二使君時,院太

平嬢此,其後国名｡

とある｡17)同慶御覧地輿誌山西省安柴解の社

名をみると永慕社がなく永姥社があるか ら,

院初の永慕社が中期以降永姥社 と名をかえた

ものとしてよかろう｡

17)院家書轡については DinhVanNhat[1977:35]
参照｡
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院寛の拠った永姥 (VinhM今)社は5万分

の 1地形図でみると先の矯公竿の拠地である

Ph血L争p村より東北東約 9kmの地にあり,

同じく標高 10m ほどの紅河の残 した自然堤

防上に,明確な半月形をなした集落 となって

いる｡

これ もデルタ開拓の第 1期C型に属するも

のとみなしてよかろう｡

(E)西扶烈 (TarPhもLi専t)

十二使君のひとり院超 (Nguy昌nXieu)に

ついて越史略は ｢院右公 (Hu'uCe･ng), 名

題, 壕扶烈｡｣とし, 大越史記夕摘己全書 5は

｢院超稀院右公,壊西扶烈｡｣とする｡ この酉
扶烈または扶烈について綱月日三は

西扶烈｡地名｡今河内育池願西扶烈社是｡

としている｡院超の古蹟についての記録はな

く,記事としては現在のところこれを信ずる

しかない｡18)

西扶烈社の名は早 く失われたとみえ,同慶

御覧地輿誌ではただ東扶烈 (DbngPhhLi専t)

社のみがみえる｡ D6ngPh血Li今t社は図 5

にみるように基本的には紅河西岸に発達 した

自然堤防上に位置 し,すでに埋没 した旧紅河

支流の一つ金牛江 (Rim Ngu'uGiang)の河

岸に拠った地域である｡ デルタ第 1期C型開

拓 とみてよかろう｡

なお図5では同慶御覧地輿誌所載の村落の

漢字名に同定 しうる村落を黒 く塗 りつぶして

みた｡白い集落 と黒い集落を比較すると,盟

が主 として河川に沿った微高地上に分布する

のに対 し,白はその間のおそらく低湿地 と思

われるところに位置する｡ 両者の相違および

18)ただし大南一統志興安省神南には ｢院便君村,
在東安狩系O神姓院,名超｡十二使君之一也｡
操守西扶烈,輿丁戦退陣｡-創一馬,化干柿江
分,三日不朽,顔色如生,人以為神,葬干伊社
浮沙虚,示司杷之｡｣ とある｡紅河下流の東安県

(DらngAn)に別に両があることはわかるが,
この伝承にしたがえば一応勢力範囲とは別とす
ることができよう｡
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その問題点については,この差がより明瞭に

あらわれる次節および注19)において詳述す

る｡

(F)細江 (T占Giang)

十二使君のひとり呂唐 (Lb'Du'6'ng)につ

いて越史略 は ｢呂左 公 (TaCang)O 名 宋

(Quang).接細江｡｣ とし, 大越史記外紀全

書 5は ｢呂磨構呂左公｡壕細江｡｣とする｡こ

の細江について綱目注は ｢古県系名,今文江｡｣

とする｡

大南一統志北寧省伺廟は

呂使君Jlf司O文江,%奉公社O姓呂,名唐｡後

呉末,称使君｡接細江今文江,万民頼以寧｡

没後,立両面巳之｡

としている｡ 高津氏の教示によれば,呂使君

の扉巳廟はこの l県にしかないそうで あ るか

ら,この奉公社周辺を呂唐の拠地 として大過

あるまい｡

現地形図には奉公 (PhpngCbng)社の名

はない｡しかし,北城地輿誌 (山本達郎氏所

蔵写本)北寧省文江願奉公総をみると,奉公

六村 として,亨変･呉 ･陶 ･大 ･曲 ･塔の名が

みえる｡ 地形図にいうThapThon(塔村)･

KhucThon (曲 村)･DaoThon (陶 村)･

NgoThon (呉村)がこれにあたる｡ このう

ち NgoThon と DaoThonに寺廟が集中

していることから,これ ら2村が旧奉行公本

村 と考えてよかろう｡

この村の付近の地形図より,集落の配置を

とりだした ものが 図 6である｡ 図 5と同 じ

く, うち,黒で塗 りつぶしたのは,同慶御覧

地輿誌にのる社名 と同定できたものである｡

この黒の部分の分布をみると,北は春闘社か

ら鹸子社にいたる線 と,同じく九皐社から頼

子軍･慈湖両社にいたる線は紅河本流に南北に

並行 して走っているo前者は現紅河本流に形

成 した自然堤防上の村落であり,後者は現紅

河本流の約 6km ほど東方を走っていた紅河

旧河道の自然堤防上の村落であろう｡幅広 く

低乎な大河川の自然堤防上の秋稲耕作に依拠

し,旧河道のつくりだす微高地上に定住する

形はそのまま学僕社 と同じである｡ デルタ開

拓第 1期C型 とみなすことができよう｡19),20)

(G)未達 (M争tLi昌n)･扶帯 (PhhDai)

大越史記全書 1 興統 3年 (991)か ら廠

天 2年 (994)に かけて, 越史略 1 天福 9

年 (988)から麿天元年 (993)にかけて, 時

の皇帝袈桓 (LeHoÅn)がその諸子を分封 し

た記録がのる｡21)このうち第 8子の中国王鏡

が乾陀未達県に,また義児が扶帯郷に播据 し

ている｡この未達.県について網目 1 興統4

年註は

未達｡願名｡今仙侶願,属興安快州府｡

19)きわめて興味深いことは,図6にあらわれた黒
い集落と白い集落の立地条件の相違である｡文
江県は抑斉集謹按 (15C末)では52社を有し,
官制典例 (16C)49社,洪徳版図 (17C)54社,

国朝条例田制 (18C)11社,各鎮総社名備覧
(19C初)44社と, 15世紀末より19世紀初まで
社数減少はあってもほとんど増加していない｡

[桜井 1975:33-47]したがって19世紀末の同
慶御覧地輿誌に漢字の社名を有する村落の成立
は大部分15世紀末以前の成立としてよい｡とす

ると,自然堤防上の微高地のごとき定住条件に
すぐれた地は15世紀までにすでに占拠きれ,そ

れ以後の集住は,図6に明瞭にあらわれるよう
な低地-の拡大という形をとっている｡先に別
論 [桜井 1978]において分析したように15世
紀末に固定した社の安定性に比べ,社以外の村
落の流散は著しいものがある｡これら立地条件
の相違こそが,新村の不安定性の根本的な原因

の一つであったと考えることができよう｡
20)後述するごとく,10世紀デルタにおける権力発
生を農業的立地条件のみで一元的に説明するこ
とはできない｡奉公社は5万分の1地形図でみ

る限り,農業立地としてはきわめて有利な条件
を有しているかにみえる｡
しかしその反面,後述の ThaiBinh-Htrng
Yen-T1才Nhienと紅河本流沿岸沿いに依拠する

諸権力との連関を考える時,奉公社のもつ港市
としての意味は無視できない｡事実,官制典例
(校定皇朝官制典例)6の渡場には文江麟奉公社
の名がみえる｡
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とし,また扶帯については

扶持｡郷名｡今扶我社,屠海陽永頼願｡

とする｡いずれ も現在の地形図上からは姿を

失っているが,仙侶 (TienLa')はバンプ-

河 (CanaldesBambous,SangLuSc,海潮江)

北岸の自然堤防上に成立した県である｡扶載

(Pha Dai)は 同慶御覧地輿誌海陽省永頼願

でみると,やはりバンプ-河北岸にあって扶

膏社に隣接 している｡ この扶蓉 (PhhCv'u)

社は地形図にその名を残 している｡これから

扶載社のおおよその位置を推定すると,これ

も同河北岸自然堤防上の,まさにデルタの中

に没入せんとする境に位置する｡

大河川沿縁の微高地上の村落でかつ基本的

には秋稲に依拠するという点で,第 1期C型

と考えることができるが,おそらく第 1期の

開発の歴史の中ではもっとも新 しいものとす

ることができよう｡この地域に10世紀にすで

に勢力が扶植 されていたことは,すでに第 1

期C型による苗代ながらの自然堤防上の開拓

がこの時まで完全に限界に達 していたことを

示す ものである｡

Ⅱ 沿河微高地上の権力 (Ⅱ)

大河に垣按接する白然堤防上の大部分の村

落は前論 [桜井 1979]に詳述するように段

丘下位および残丘周辺 と同じく確実に洪代諸

県に遡 りえ,おそらくは雄王時代にまでその

始原を探 ることができよう｡したがって以上

述べた諸権力の存在は,いわばその時代から

の自然的発展 とすべきである｡むしろ10世紀

の比較的強力な権力の大部分がこうした地帯

に集中することは,10世紀にものぼる中国支

配時其射こおいてヴェトナムの農業生産力が質

的にもまた量的にも格別の発展を示さなかっ

たことを意味する｡

しかしながら10世紀においては,同じく白

21)同書にしたがえば,これとのちにふれる扶蘭寒

のほかに①第4子釘は禦轡王として峰州に,㊤
第5子鍵は開明王として藤州に,⑧第7子錐は
定溝王として五粁江司管城に,④第8子錦は副
王として杜洞江に,(参第10子鑑は南国王として
武龍州に,(む第11子錠は行軍王として北岸古覧
州におらしめたという｡

この分封の範囲をみると,(参の武龍州 (タイン
ホア方面という)を除いて,いずれも十二使君
の分布とほぼ類似している｡帝王を名のり統一
王朝を称きれる繁氏にしても,後述するコア･
エリアをほとんどでるものでなかったことを示
すといえよう｡しかしそのほとんどの地名は現

在伝わらず,5万分の1に地名がお とせ るの
は,わずかに未達 ･扶帯 ･扶蘭案の3例,また
李朝の出生地亭傍を指すと思われる⑥の古覧州
のみである｡
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然堤防卓越地域に生じながら,第 1期 とは別

に,その外縁部にあって後背湿地中 に侵 入

し,あるいは上部デルタに割 り込むいくつか

の勢力の成立をみることができる｡

(A)洪州 (HangChau)

資治通鑑253 庶明元年 (880)三月条によ

ると,この月安南の地に軍乱が起 り,唐より

遣わされた節度使の曹表が本国に逃げかえっ

たという｡ 906年に静海軍節度使 となった曲

承裕 (KhdcTh廿aD甘)はこの時期ヴェトナ

ム北部全域における政治的空白に乗じて自立

をはかった在地土豪勢力であったことは諸説

の認めるとこ ろで あ る｡[山本 1943:64]

しかし諸史には ｢交州土豪｣22)とあるのみで,

より詳しい曲氏の出身地を述べる中国史料は

ない｡

ただ臭時仕 (Ng6ThiSi) らの編になる大

越史記23)には

按野史,曲氏洪州人,世馬巨族｡

とあり [山本 1943:62], また綱目前編5

天祐3年 (906)条にも同文がひかれている｡

この記事について山本氏は ｢野史｣の内容が

22)旧五代史135,宋史488｡
23)この書の由来については 陳 [1977:17-22]に
詳しい｡
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不明であ り,そのまま信用することはできな

いとしている｡ [山本 1943:63]しかし,

この伝承はかな り古 くか らあるとみえ,同慶

御覧地輿誌海陽省平江府錦江願詞廟にひく見

聞小録には,曲先世相 という祖 廟 が 錦江.負

(Cam Giang)24)の魯舎社 (LるXa)にあ り,

この地は曲氏の本貫地であって,いまも曲姓

の人が多いと語 られている｡[高津 1978]鈴

江.県が李陳時の 洪州に含まれることは注24)

で述べ るごとく,ほぼ誤 りない｡また高津茂

氏によれば,曲先世福のような曲氏を薪巳る祖

廟は北部ヴェトナムではただこの 1社に限 ら

れるとい う｡ [高捧 1978]また 大南一統志

によればこの社には院村 ･魯村 ･曲村 という

3村があ り,内魯村には曲姓が多い という｡

かように考 えれば積極的な反証のない限 り,

この LaXa社周辺を曲氏に関係する地 とし

てよかろう｡

さてこの LaXaはラピッド河の南岸に発

24)洪州について綱目前編5 天祐3年註は ｢洪州

定吉競,袈馬上洪下洪二府,今乎江寧江二府,

定均屠海陽省｡｣ としている｡大南一統志28海

陽省上は ｢陣馬鴻 (-洪)路,又県東海路O兄
陳太尊紀,後分馬場州南策諸府路｣として,洪
州の名の起りを陳代に求めている｡しかし越史

略 3 李朝治平龍鷹5年 (1209)には反乱を企

てた花献 (Ph争mDu)が ｢奔於娯｣とし,大越●
史記全書4 同年正月条は ｢献弄洪州｣とし,

また同書建嘉2年 (1212)二月条 は ｢募洪州●●
民,捕盗｣とするところから,少なくとも李朝

期には設置されていたと考えられる｡

洪州が上浜 ･下洪の2府にわかれたのは纂朝で
はなく明代である｡讃史方輿紀要 112には諒江
府に上浜州が属し,新安府に下洪州が属してい
る｡天下郡国利病書 118をみると上洪州に属す

る県として唐濠 ･唐安 ･多錦,下浜州に属する

児として島津 ･西岐 ･同利 ･清河の名があげら

れているO膚濠県は象院南朝の唐豪県 (仏領期
の M亨Hao),唐安は同じく唐安県 (同 Binh
Giang),多錦は錦江県 (同CamGiang)にあた
る｡次に下浜州の長津は嘉禄県 (同 GiaI.Oc),
酉肢はおそらく四肢県 (同TtrKす)の誤りで

あろう｡同利は永福.県 (同NinhGiang),活河
は清朽県 (ThanhMien)である｡したがって
洪州巨族とすること自体,この伝承が明代 (14
世紀)以前に遡りうる可能性を示している｡

達 した自然堤防の束縁に位置する｡ この地方

は5万分の 1地形図や P.Gourouの 1m コ

ンタのデルタ標高図をみて も,いずれ も2-

3m のきわめて低平な地形を示すに す ぎな

い｡図 7はこの地方の5万分の 1地形図より

集落配置のみをとりだして図示 したものであ

るが, これをみると当該地域の集落は点線で

示 されるような,明確な列状分布を示 してい

ることがわかるし〕これはこの地方の開拓が旧

ラピッド河支流のつ くりだ した残存沿河微高

地上の集落が基本であったことを示 して い

る｡

ラピッド河および紅河本流のつ くりたす大

自然堤防の縁辺においては,こうした小微高

地上に集落を構 え,旧河床低地において農耕

を営むのが基本的な形であったろう｡

現今 この地域は北方をラピッド河南岸,酉

方 を紅河本流東岸,両方をバンプ-河北岸の

第 1級堤防に囲ま れ る Moycn Delta(中位

デルタ)の酉北隅に位置する｡ した がって

いわばこの地域全体が一つの大輪中を形成す

るわけであ ;L工, しかしこの輪中は他の大輪申

(ハ ドン地方 ･タイビン地方) と異な り,完

全な閉塞輪中ではな く東方だけはタイビン河

に沿 って,断続 2級堤防によって開放 されて

いる｡[U.N.EconomicCommission 1966:

15;Agal･d1935:Fig.5]これはタイビン河

東南方に拡がるいわ ゆ る タイビン河 デルタ

(DeltaduSGngThaiBinh)がほとんど 1m

未満の感湖胃か らなっているため,雨期の増

水がほとんどなく,東方か ら当該地域-の出

水の脅威がないためである. いわば地形全体

が築拾堤25)を形成 しているのである｡

このように全体が東南方にゆるやかに傾斜

25)高谷好一氏 (池形学)の教示によれば,平安中
期より鎌倉末期までの木曽川デルタの開拓に打

いては,上流側だけに矧UJ-をつくり,下流側を
開いた築捨堤あるいは尻無し堤とよばれる馬蹄

形の輪中が用いられたという｡[小出 1970:
199;中野 1936:119-121]
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し底部が開放されている大輪中では,輪中の

最大問題である決漬時,または豪雨時の排水

が,ハ ドン ･バクニンの氾濫原地帯に比較 し

て容易に行われ,このため居住空間さえ確保

されれば,雨季の秋稲栽培 も可能である｡ た

だし,乾季 (冬季)においては雨季の残存水

が利用できず,かつ低デルタ (タイビン河デ

ルタ),または微高地の河畔側とちがって潮

水が上昇させる水位を利用することができな

い｡したがってこの地域を乾季のランドサッ

トでみると西北隅のラピッド･紅河本流の沿

河微高地 (-自然堤防卓越地域)が濃密な植
生を示すのに対 し,東南部はタイビン河にい

たるまで貧弱な植生を示 している｡これは乾

季に夏稲栽培が行われ難いことを示す｡

堤防が完整 されない時期において,この地

の秋稲一期作を可能にするのは,第 1に先述

の定住を可能な らしめる微高地の存 在 で あ

り,第 2に紅河本流 ･ラピッド河の溢水がオ
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舎 社 付 近

-バーバンクした際の水勢を減殺 し,東南方

に排出するに足 る高地列の 存在である｡ Lる

Xaの依拠する残存旧河床 自然堤防はまさに

この条件を二つながらに具備 した とい え よ

う｡ その意味で図 7の示す馬蹄形は大築捨堤

輪中の中の小築拾堤の役割を自然的に果たし

たことを推測させる｡

漠代より定住を許 したラピッド南岸の沿河
′

微高地 (義臣要-Tham A,LtingKhさ)上集

落が,より低部のデルタに進出する上で,か

かる地形は開拓前線基地 としてもっともすぐ

れたものであったろう｡

かように排水条件のすぐれた上部デルタの

秋稲栽培に依拠 し,大河川支流 ･旧河道の形

成 した微高地上に定住 し,かつこの微高地の

馬蹄形状により,雨季溢水の水勢をそぎ秋稲

の成長を保護するという開拓型は上部デルタ

-の侵入 という点で ドンソン文化-漢代諸県

の立地 とは,明確に分別される｡ いわば第 2
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期A型開拓 と考えることができよう｡

そして10世紀早々にこの地に曲氏の土豪権

力が確立 したことは,こうした第 2段階のデ

ルタ開拓が,すでにこの時代までに一定に進

捗 していたことを示す ものである｡

(B)扶蘭案 (PhtlLanTr争i)

先にみたとお り,大越史記全書には袈桓の

諸子分封の記録がある｡そのうち興統 3年に

｢皇第六子折,馬禦北王,居扶蘭案｡｣ とあ

る｡ この扶蘭案に つ い て 綱目1 興統4年

(992)条註は

扶蘭｡英名｡今扶衛社｡屡海陽唐哀願｡

とする｡ 扶衛社 (PhhV専)は現今の5万分

の 1地形図にはみあたらない｡ しかし,同慶

御覧地輿誌海願省唐哀願には扶衛総の名があ

り,この総に属する社名は多 く現今地形図の

中にみいだすことができる｡ したがってこの

扶衛総の近辺が扶蘭案 と考えてよかろう｡ こ

の PhもⅤ今総は先の LaXa社の南方 11km

に位置する｡ この地帯はラピッド河沿いのた

かみか ら,バンヴ-河に流入する無数の小河

川が微高地をえぐった小 さな崖を つ く りだ

す｡高谷好一氏の地形区分図12でみれば,上

部デルタにくいいった自然堤防がまさに消滅

せんとするところに位置する｡第2期A型の

開拓の前線 というべ きであろう｡

(C)杜洞江 (DaD6ngGiang)

十二使君のひとり杜景碩 (DaCanhTh争C)

について, 大越史記全書は ｢杜景碩,稀杜景

公, 接杜洞江｡｣ とし,越 史略は ｢杜景公,

名景項,嫁杜洞｡｣とする｡ 績資清適鑑長編44

でいう ｢牙賂杜景碩｣, 宋合要蕃夷交鮎でい

う ｢楊景碩｣にはかならない｡[山本 1943:

46]26)

杜洞江について綱目註は

葦原自青威嚇檀園社大滞, 歴 生 果 郁 李等

社,屈曲至上福解上供社,合干鋭江｡呉仕

史註今青威嚇保陀郷,有使君城故虹,-云
鋭江,一名杜洞江｡誤｡

とする｡ 山本達郎氏はこの記載を紹介 したの

ち,現在の地図ではその河道は明らかでない

としている｡ [山本 1943:45] しかし同慶

御覧地輿誌国吉威願をみると,相責 ･相場 2

社の間にはじまり,壇園社 ･保陀社 ･生薬社

･郁李社などをぬけ,鋭江 (SらngNhue)に

並行 して河村で土中に没する輪中河が示され

ている｡

また地形図 を み る と D6ngHoangか ら

CaoBoにいたる列村 と,同じく CaoBoと

DanVien(壇周)社の列村の間にはじまり,

BinhDaの北をぬけて HaThon(河村)で

SangNhueの旧河道に合流する小水路 の 存

在によってその跡を探すことができる｡

この杜洞江の杜景頓の拠地について大南一

統志河内省占蹟は

杜便君廃城,在青威,史記使君杜景碩嬢杜

洞江,今保陀社,是城虻尚存｡

としているOこの保陀社に山本氏は Ng6Vi

Li昌nの説をひいて [山本 1943:45,88]27)

保陀社を現 KテThay村にあてている｡ しか

し同慶御覧地輿誌および 同園では KナThay

村 (洪水社) と保陀杜は明 らかに別の社であ

り,両社は道路で明確に画 されている｡おそ

らく位置か らすれば,K夕Thayの南方 1km

にあたるBinhDa(おそらく平陀-BinhD去)

が旧保陀社にあたるのではなかろうか｡

26)綱目前編 5 乾繭 3年によれば,この杜景頓は
越史略のいう,呉昌文が乾繭 3年,太平唐院2
村を攻めた時,楊三雷から配下につけられた楊
杜二使のうちの杜使であるという｡この伝承が
正しいとすると,呉権または楊三苛の権力は,
杜洞江の豪族である杜景硯のごとき地方豪族の
軍事力のゆるい連合に拠って成立していたこと
を示して興味深い｡筆者は別論に記すように,
この国家構造は少なくとも陳初まではつづくと
考えている｡

27)山本氏はこの考証 を Ng6ViI.i喜n. 1928.
Nomenclaturede∫commuTZe∫duTonkin.221より
ひくが,筆者は未見｡
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この杜洞江の地は紅河 と S6ngDayには

さまれた, いわゆるハ ドン輪中 (Casierde

Hadong),あるいは高谷好一氏の地形区分で

いう west且oodplain(西氾濫原)に属する｡

紅河本流の右岸に形成 された巨大な自然堤防

に北辺および東辺を画され,一方 S6ngD孟Y

の左岸の自然堤防に西辺 を塞 が れ,さらに

S6ngPhもLテ(フ-リー河)の自然堤防に南

辺を閉じられたこの巨大な四辺形は,近世の

1級堤防による大輪中化を待つまで もなく,

それ自身自然の閉塞低地を形成 している｡こ

のため,先の洪州の大輪中とはらがって,一

度紅河の水位がオーバ-バンクした場合,そ

の水量をはかす排出口をもたない｡たとえば

1915年,ハ ドン省 HaaiDd'C府の H争Tri

総にある LienM争Cの堤防が決壊 した 際 に

は400億 m3 と推計される巨大な水量が,こ

のハ ドン輪中内に流入 し,冠水面積は10万 3

干ha,輪中南部では水高は実に標高 6m の

線にまで達 したという｡[Gourou1936:87]

同慶御覧地輿誌河内省山明願 ･物産では

避年夏秋雨水横溢,人獲魚利,拾萱 ･拾式

月,低田末轟滅｡

として,冬にいたってもなお低地米田では水

がひけないことを示 している｡このさまはラ

ンドサット写真の1975年12月29日に乾季冠水

地域が明確に写 しだされている｡

本来,かような氾濫原地帯においては雨季

の水位高のために低地における秋稲の栽培は

不可能である｡しかしながらこの地には杜洞

江 ･鋭江 (SangNhue)のような紅河氾濫の

置 き忘れた小支流がメアンダーを く りか え

し,その各々が低小な自然堤防を形成 してい

る｡ もとよりそれは SangDayのような主

要河川の産みだした自然堤防が 8-10m の

高度を有するのに対 し,小河川間のそれはわ

ずかに 3m 前後 と,低地に対 して 1m の高

位差 しか もたない｡したがって19世紀以降の

地誌 ･地図によればこの地域ではわずかな高
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地上の秋稲栽培 と,低地での夏稲栽培地帯 と

が複雑なモザイクをなしている｡

同慶御覧地輿誌河内省育威嚇 ･物産は

上育成 ･左育成 ･桐陽 ･勝覧 ･保陀 ･戟眉

方申 ･水甘等絶, 夏田少, 秋田多｡ 間樹

土績 ･芋 ･宣｡大定 ･洞究 ･貝渓 ･約程等

経,秋田少,夏田多｡

とあって,総ごとに作付け選択がなされたこ

とを示 している｡

これを同慶御覧地輿誌囲, 5万分の 1地形

図にのせると,おおむね前者の ｢夏田少,釈

田多｣の諸総は喝江 (SangDay)･鋭江 ･杜

洞江の自然堤防上に分布 し,後者の諸総は小

河川間の低地に位置することがわかる｡28)

図8は旧保陀社 と思 わ れ る BinhDa(辛

陀)社一帯の村落を黒 く塗って,杜洞江 ･鋭

図8 杜洞江付近

28)ただし無堤防の時代においては,雨季の採水地
帯は著しく拡がり,したがって秋稲地帯の分布
は現在より狭小であったろう｡同慶御覧地輿誌
育威陳･物産によれば,杜洞江に面した諸総は
｢夏田少,秋田多｣であるが,大越史記全書2
天成5年 (1032)夏四月条には ｢帝,宰杜洞江●●●
信郷,耕籍田｡農人献夏田禾一重九穂,詔改其●●●
田日麿天｡｣ とある｡ これによれば,11世紀で
は皇帝の農業祭杷用の田である籍田ですら,夏
田であったことになる｡
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江との関係を示したものであるが,この形態

は先の洪州魯舎社付近と同じく,みごとな馬

蹄形をなしている｡無堤防の時代,紅河の暴

溢により,商流する水量を減勢させ,かつ南

方の低地に排水させるためにこの微高地形は

きわめて有効に作用したであろう｡

以上のごとく,杜洞江 もまた洪州魯会社と

同じくデルタ開拓の第 2期にあたり,大河川

沿辺の自然堤防より,小河川 もしくは旧河道

自然堤防を利用しての低地への降下段階と考

えることができる｡ただその対象となる低地

が,先の魯舎社のような上部デルタの比較的

水はけのよい地とちがって,雨季冠水のため

に秋稲耕作が困難な後背低地であった｡この

ため,この地帯での開拓は,かつて中溝農業

において低湿地耕作に開発された夏稲栽培に

よらなければならなかった｡したがってこの

型は作付け選択-農学的適応の延長上に位置

すると考えられノよう｡この意味でこの型は先

の第 2期A型と分別し,第 2期B型として整

理すべきで虜'ろう｡

(D)大境 (D争iDe)

太平10年 (979)十月, ヴェトナム最初の

統一者丁部領 (DinhJうらLinh) は筆問の城

中で祇候内人の杜樺 (DるThich)なる もの

に殺される｡ この杜樺について,綱目1 同

年条註は ｢天本大更人｣としている｡大堤社

は同慶御覧地輿誌南定省務本願によれば安距

総に属する｡ 地形図でみると,現 NamD享nll

省市 の南西 5km に あ り,南 定 河 (Sang

Nan DinhGiang)の支流 S6ngVinhGiang

のつくる低小な自然堤防上の村落である｡ こ

の村の南にはすでに沿岸砂丘列の最奥部がせ

まっている｡ 起伏地上村落の最南というべき

であろう｡ この村落の西方 5km に拡がる顕

磨 (HiるnKhanh)総は別論で述べるように,

李朝期鷹豊 (O'ngphong)行宮が置かれ籍

田が営まれた地である｡

もし綱目の伝承を信ずるなら,この大堤社

も第2期B型として,当時開拓前線のまさに

尖端に位置していたとみることができよう｡

Ⅳ 自然堤防+砂洲

(A)章陽 (Chu'o'ngDu'o'ng)

告開運元年 (944)呉権が投するや, その

后楊氏の兄弟である楊三軍 (Du'o'ngTham

Kha)が慕位して乎王を名のった｡ この暢三

巧の出白について史料は何 も語らないが,た

だ大越史記外紀全書5は楊三苛が漠乾祐3年

(950),呉権の2子に敗れて退位したのち,

食邑を賜わった地として ｢今章陽渡是也｡｣

としている｡

この章陽渡について綱目前編 7註には

章陽｡ 渡名｡今河内省上福解毒陽社｡

とし,大南一統志河内省古蹟には

章陽古波,在上福願｡史夕帽己呉昌文所賜楊

三寄食邑地是｡輿興安東安朗子社相対｡

とあり,ハノイ省 Thu'∂ngTin(常信)府の

Chu'o'ngDu'o'ng社 であるとされる｡ この地

が出身地でないまでも,楊氏の勢力と何 らか

のつながりがあったことは誤 りない｡

この章陽社 (同慶御覧地輿誌で は彰 陽社

Chu'o'ngDu'o'ng)の位置はきわめて興 味深

い｡彰陽社の立地は先の束扶烈社 の南 南 東

9km の, 同じく紅河西岸に発達 した自然堤

防上の村落である｡地形図 をみ る と この

Chu'o'ngDu'o'ng社の周囲 に は KyDuong･

ThuDuong･ChuongLocなどの村落が北か

ら南に列状に分布している｡これは同慶御覧

地輿誌河内省常信府上福解彰徳総捌社にのる

岐陽 ･惟陽 ･彰禄の各社にあたる｡ いずれも

彰または陽を共有すること,地域がきわめて

近接していること,また19世紀にいたっても

一つの総を形成 している点からみてかつての
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同一集落が比較的早期に

分村自立したものとみて

よかろう｡

先にも述べたごとく現

在の地形図上では完全に

失われているが,19世紀

まで,この地方には紅河

に並行に流れ る金 牛 江

(Kin Ngu'uGiang) と

よばれる河があったこと

が知 られる｡金牛江はハ

ノイ省城の外郭にはじま

り,TbL主ch(蘇歴)江
と合 して南流し,冷三肢

という地 で S6ngNhue

と合流し,紅河本流に投

入する小江である｡ 往古

この川が紅河本流であっ

た時代があったに相違な

く,この地帯では紅河と

金牛江旧河床の間に5-

8m の微高地を盛 りあげ

TTTTrr 崖

一 一一 一一 旧河道

ている｡地形図でみる限

り,現在の紅河は南流してこの微高地にぶつ

か り,大きく東方に撃曲し,その間,カーブ

の内側にあたる西岸に土砂を沖積して後述の

自然洲 (Tv'NhienChau)を形成したと考

えることができよう｡

図9でわかるように現今, 標高 6-8m

のたかさの地を鉄道が紅河に沿って通じてい

る｡おそらく紅河自然堤防上のたかみに土盛

りした上を走っているのであろう｡彰陽社付

近の一連の集落群はこの鉄道の西側に列状に

南北に分布する｡ したがって地形的には低乎

な大河川自然堤防上に,旧河道 ･支流の残し

た狭小な微高地上に定住するという第 1期C

型の開拓の延長上に考えられる｡

しかし彰隣社を特徴的にするのは,その自

然堤防の前面に約 10km2 ほどの砂洲を有す
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ることである｡現今 の地形図 で TuNhien

Chau(Tv'NhienChau-自然洲) とよばれ

るこの砂洲は現今では完全な堤防線で紅河本

流より守 られているが,この堤防は比較的新

しくつくられたものらしく同慶御覧地輿誌囲

河内省上福解では自然洲は彰陽社 と堤 防 を

へだてた無堤防の沿河砂洲 として描かれてい

る｡乾期のランドサットでは河中の砂洲 Tu

Nhi色n(Tv'Nhien-自然)と接続した 白 い

広大な裸地として写しだされている｡ 本来は

現在の鉄道にあたる堤防線の外側に堆積した

砂洲のままであったろう｡

現今の地形図からはこの地の作物を読みと

ることができないが,YvesHenryによれば

紅河に沿って一面の桑畑があり,水没 しがち

な土地には好んでつくられるという｡[Henry
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1932:395,397]P.Gourou も大 河 床 村 落

(villagesdelitsmajeur)では米作は ほとん

ど行われないとしている｡ [Gourou 1965:

244] また 同慶御覧地輿誌河内省上福願には

｢洲土橋桑｣とある｡ したがってこうした洲

土は19世紀には桑地 として利用 されていたこ

とは明 らかである｡

桑栽培の記録は李朝ごろか らみえだす｡大

越史記全書 2 通端5年 (1038)七月には

大水｡馬路桑園中古併漠｡●●

とある｡29) また大越史記 全書 2 噸 天 4年

(1013)二月には

定天下諸税例｡一輝池田土,二桑洲鏡穀･･･●●
(⊃

として,六税の第 2位に桑洲の税 が み られ

る｡また時代が下 るが,大越史記本紀全書 8

磨帝昌符2年 (1378)七月には

故事･--如有田畝桑洲漁滞則 有 税, 無 則●●
否｡

とあり,さらに同書 漢蒼紹成 2年 (1402)

には ｢桑洲前朝畝徴鏡九鎚或七鎚O｣とあ り,●●
また同書 9 屈明紀明永楽12年 (1414)には

｢沙洲毎戸-畝徴練一両｡｣ とある｡●● ●●

裂朝にはいってからは大越史記本紀賓録 1

順天元年 (1428)三月に ｢詔天下田租金銀滞

隈桑洲等税,亜聴二年｡｣ とあ り,同書 2紹●●
平 2年 (1435)二月に ｢定田土 ･碍池 ･桑洲●●
各街｡｣,同年九月十八 日に ｢議減税額,其在

洲無田穀者,軍輿桑地五高,民輿四高,馬常

業兎徴｡｣とあ り,同書 3 洪徳 2年 (1471)

には ｢定桑洲税銭, 量畝一二三等出銭｡｣ と●●

あるOかように洲土における桑栽培は11世紀

29)この烏路について大越史記全書2 天成 3年
(1030)は｢十月十四日,帝幸馬路田,省歓｡因
攻英田日永興,定日還官｡｣とし,田の所在地
としている｡綱目2 同年条註は ｢馬路永興｡
未詳的虞,按興安東安粁有永興総｡疑郎此｡｣と
する｡この説が正しければ,このD6ngAn児
(同慶御覧地輿誌には永興総の名はない)は自
然洲-彰陽社の対岸にあたる｡砂洲上の桑園と
考えることができよう｡

から現在までその性格を基本的にかえていな

い ｡

したがって10世紀においてこれ ら砂洲上に

おける桑栽培がすでに行われていた可能性は

きわめてたかい｡ とすれば,砂洲を背後にも

っこの自然堤防上村落は第 1期C型 とは別

に,第 2期のC型 とでもいうべ き1類型をつ

くるであろう｡

なお,この彰陽社が彰陽渡 とよばれた点,●

またハノイと後述の藤洲社 とのほぼ中間に位

し,先の奉公渡のほぼ対岸 という地理的位置

をみる時,この地が当時の紅河運航のやは り

重要な位置をになっていたであろうことは十

分に想像 される｡

(B)藤州 (DangChau)

十二使君のひとり沌白虎 (Ph争mB早chHる)

について 越史略は ｢沌防過, 名白虎, 嬢藤

州｣とあり,大越史記夕摘己全書 5には ｢花白

虎種油防過,旗藤州｡｣とある｡この藤州につ

いて綱目註は ｢今興安金洞解藤州社,有花使

君両｡｣ としている｡

Kim D6ng県,DangChau社は5万分の

1地形図で は現 H血gYen市の酉方 2km

の地,および北西北 3.5km の地の二つにそ

の名をとどめている｡同慶御覧地輿誌囲興安

省金洞解によれば赤藤社 (XichDang)の北

に藤洲社が位置するか ら,後者が本社である

としてよかろう｡

きて図10においてきわめて興味深いのは,

二つの DangChauおよび,その間をつなぐ

ⅩichDang社はともに Hu'ngYen市を守る

第 1級堤防の外側に位置することである｡30)

紅河氾濫の もたらした自然堤防群は,この

Hu'ngYen市でその末期をむかえ,東流する

バンヴ-河の北岸沿いに点々とした高地を残

30)同慶御覧地輿誌固興安省金洞酢では藤洲社は堤
防の内側に置かれているが,指使君詞はやはり
外側に位置している｡
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図10 藤 洲 社 付二言近

して消 える｡P.Gourouの標高図をみると,

この Hu'ngYen市の近 くで 紅河自然堤防は
3-5m のたかま りを示す｡現今の 1級堤防

はこの高位部の上に構築 される｡ 藤洲社はこ

の自然堤防斜面の 河側につくられ, ま た現

Hu'ngYen市はその内陸側につ くられたとし
てよかろう｡ とすれば, この藤洲社は明 らか

に自然堤防西南面に発達する砂洲を意識 した

存在である｡ この意味で藤洲社を第 2期C型

としてよかろう｡31)

なお藤洲を基盤 とする勢力はこののちのヴ

ェ トナム史において重要な位置を占める｡ す

なわち李朝末に強力な土豪軍団 としてゲアン

方面の反乱鎮定に活躍 し,やがて宮中に乱入

して時の高宗 (CaoTang)を追放 し, 陳王
ほんへい い

朝成立の端緒 をつ くったのは蒋乗葬 (Ph争m

BinhDi)のひきいる藤州軍団である｡
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よく発達 した自然堤防 と,その背後に上部

デルタ末端の低平な空間を有するとはいえ,

第 1期の地帯に較べては狭少でかつ農業立地

条件 も不適なこの地帯が,何ゆえに中央の李

朝を崩.壊さすに足 る力を得たのだろうか｡農

業条件のみにて, この間題を考 えるのはいさ

さか無理である｡

31)なお指使君桶が堤外の地にある理由として,大
南一統志興安省南廟は次のように説明す る｡
｢指使君桐,在金洞騒.神姓花,字防過,十二
使君之一也O操守藤州,以兵降千丁先皇,拝島
親衛将軍｡卒後顕富子此,民入廷両,和之｡李
太尊｡巡遊舟行藤江中,風雨大至,帝密祷,忽
見半江晴｡帝異之,命増惨禍字,面巳之｡在堤

外,箇常為河水所殻｡人見有車馬僕従,若往
防護者｡故其堤雑甥,而河水不能馬災O袈恭帝
統元年間,攻立詞於壁上.両婿成,一夕鯨更輿
匠人宿於堤下,聞隠々然,有鏑鋪撃,若工作之
状｡農視之,飼料於堤左三尺英｡｣とあり,堤

防護持の神として杷られていたことがわかる｡
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後代,興安は紅河運航の最重要都市として

発展する｡17世紀以降,舗客 (PhaKhach)

または舗憲 (PhaHi占n)として北部における

外国貿易の 中心､地 となるのは, この Hu'ng

Yen市の郊外である｡[金 1943:199-234]

10世紀の藤州の状況を示す史料は失われて

いるが,興安 (-藤州)の地理的な位置,お

よび紅河下流においてもっとも発達した微高

地であることを考える時,当時からこの興安

が紅河運航における重要な港市であったこと

は否定できないであろう｡そしてこのような

10世紀の諸権力と運航との結びつきは次章で

示すように,下部デルタにおいて,より明確

な形であらわれる｡

Ⅴ 外縁地域の集落

以上述べた第 1期および第2親開拓の地名

を100万分の 1地形図におとしたものが図11

である｡図12は高谷好一氏がランドサット写

真を基に,5万分の1地形図およびP.Gourou

の20万分の 1標高図を参考にしてつくった地

形区分である｡両者を比較して明確にわかる

ことは,これまで 1地点ごとに比定した諸権

力の各所在地がいずれもハノイを中心 と し

た一定地域に集中的に分布していることであ

る｡

より細かくみれば漢代諸県以来の連続性を

有する第 1期集落がより中央に,10世紀には

じめて文献上に登場する第 2期集落がより外

縁に分布するのである｡いうまでもなく後者

図11 10世紀紅河デルタにおける権力拠点の分布
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0 20km

図12 高谷教授による紅河デルタ地形区分

ほほほ高谷氏の地形区分にいう自然堤防の限

界線上に並ぶ｡したがって第 1期のいわばコ

ァ･エリアから油のしみでるように第2期の

展開がなされたであろうことは言 を待 た な

い｡

しかしながら10世紀の文献にあ らわれ る

地名をフォローするうちに,第 1期 お よ び

第2期といういわば自然的な発展とは別に,

コア･エリアとははるかに-だたった地域に

(1),(17),(18),(19)などの極力が生ま

れていることにきづく｡

次にこの外縁地域の権力の立地条件につい

て論をすすめたい｡

(A)渦潮 (HaiHb)

十二使君の-将,矯噸 (Ki昌uThu牟n) に

620

′＼ ノ 河川
や-H+山地

∈∋ 段丘
∈∋ 自然堤防

① Floodplain①

⑳ Fl｡odplain③
((Dより深水)

◎ 千晶芸呈壌乾燥)

⑳ 新デルタ強感潮H与①
(乾季土壌水分あり)

⑳ 斯デルタ強惑潮昔④
(乾季娘害U)危険)

⑳ 海岸砂丘

ついて越史略 1は ｢矯令公,名傾,接渦潮｡｣

とする｡この渦潮の位置について,大越史記

外紀全書5 後呉王16年 (宋乾徳4年,966)

には

矯噸 構矯令公,壕回湖 今華渓粁陳舎社,猶有

城故地在｡

とあり,綱目前編5 宋乾徳4年註では山西

省銘渓県 (Cam Khe)の張 舎 社 (Tru'o'ng

xa)であるとする｡32)19世紀にいたってもこ

の張舎社には矯腰の居城という伝承をもつ古

城虻が存在していた｡33)

32)陳舎社と張舎社は同じであろう｡[山本 1943:
45]

33)綱目前編5 同年註｢有使君矯公城遠地｡｣大南

一･統志山西省古蹟 ｢矯公廃城O在錦渓城粁張合

社,便君矯噸所築,退止尚存｡｣
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Tru'dngXa社は現在の PhdThq市の西

南西 10km の地にある｡ 西北山系か ら流下

する Nam Liほか 数条の小河川が紅河に流

入する直前で紅河右岸に発達 した微高地 と小

残丘に妨げられて,東西 3km 南北 3km の

後背沼地をつ くっている｡ 現在 この低地の南

端に1km2ほどの小潮が残存するが,同慶御

覧地輿誌固山西省錦渓願はこの小潮を回湖 と

よんでいる｡ Tru'o'ngXa社はこの低地 (地

形図上では人家がな く,まった く水田化 され

ている)の周囲の丘陵縁に分布 している｡

Tru'o'ngXaの後背地は 中越国境をこえて

はるかに雲南にまでつ らなる大山系であ り,

19世紀に なって も ｢田利, 林利相半ばす｡｣

(同慶御覧地輿誌山西省銘渓願)といわれ,慕

業生産において,注目されるべ き土地ではな

い｡また前面は前述のごとく沼沢地であ り,

仮に夏稲など乾季作の栽培を許す として も,

約 9km2,周辺の低地を含めて も12km2程度

の平地 しかみいだ しえない｡幅広い台地を前

面に有するCamLam社,また後述の Trang

Yen社のように前面に広大な後背低地を有す

る他の段丘下位または残丘周辺の諸村落に比

して,その空間はきわめて狭陰である｡

デルタ扇項部の Vi今tTri- さ え, 水 路

30km を離れた僻遠の地に,伺ゆえ他の十二

使君諸勢力 と隔絶 して,一つの自立勢力が割

拠 しえたのであろうか｡

該地はラオカイ (LaoCai)よりほぼ一直

線に流下 した紅河が最初に大響曲する,いわ

ば屈折点にあたる｡第 1にこの地理的位置よ

り後世の PhdThQ,YenBayのようなハノ

イ,雲南連絡紅河運航の 小港市 で あった 可

能性 もつよい｡ 第2には S6ngBaa,Sang

Nghe,Nam Li,NgaiLeなど,SangDa

(Rivi主reNoire) と紅河にはさまれた広大な

S♂nLa地方を貫流する諸流の集約点であっ

たことか ら,後背山地 と紅河 との連絡点であ

ったか もしれない｡その立地条件 か らす れ

ば, いずれにせよ紅河を軸 とする西北 (T孟Y

Bac)地方の交易網 と関係 した可能性がつよ

いといえよう｡

(B)華閏 (HoaLu')

十二使君の混乱を お さ え て,宋乾徳 3年

(965)に紅河デルタ全域の統一をなしとげた

といわれる丁部寵 (Dinh BSLinh) の出自

について,大越史記全書 1は

先皇帝---大黄筆問洞人｡

としている｡ 大黄 (DaiHaang)とはナムデ

イン省 (Nan D主nh)か らニンビン省 (Ninh

Binh)にかけて, デルタの 西南部を指す ら

しい｡34)筆問洞について大南一統志寧乎省山

川は

筆問 胴｡在願西北三十里,威遠 ･威済 ･大

有諸社地, 四面 石山羅列, 其中平地 可二

畝,有小渓従洞申出,逗知晦鼻音巨村分,亦

既製龍渓,庄子責龍江之下流,即丁先皇初

34)大黄について綱目1註は ｢大黄｡州名今寧平素

遠麟是｣としている｡これはおそらく筆問洞が

嘉遠県威遠戚済2社地分に比定したことからの
推定であろう｡大黄州の名は河川名である大黄

江から起ったものである｡大黄江の名は古く,
太平蜜宇記 170交州の四至八到の条に ｢南至朱
鳶麟界小売江口水路五百三十里｣とあり,大黄
江と対をなす小売江の名がすでにみえていると
ころから,唐代に遡りうることは誤りない｡こ
の大黄江について山本達郎氏は紅河の中の天

幕江と腰水江との中間の部分と考える｡[山本
1950:55,175;同 1975:113]これは綱目6
註の記載によるが,これは李朝以前の大黄江を

考える場合には疑問が多い｡
第 1に大越史記全書中には前述のごとく｢大黄
華間洞人｡｣として,筆問洞のある嘉遠噺を大黄
州としている｡第2に同じく全書4 大定15年

(1154)に ｢大黄江今長安府是也｣として,嘉遠
陳長安上下社を含むものとし,第3に同条には

｢大黄江山猿首領農可釆坂｣として,大黄江に
は山地民族が存在したことを示している｡以上

から考えて,李朝以前大黄江とよばれる地方に
は Nam王)主nh北半からNinhBinh省を含む
NamDinh河とDay河の周辺地域を考えなけ
ればならない｡なお,洪徳版園付天南四至路固
書1には Day河の河口部を ｢大黄門｣として
いる｡
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養晦虞也｡

とする｡35)知晦(TriHbi)･巣龍 (XaoLong)

は地形図 で は NinhBinhの北西 11km に

ある ChiHbi･SaoLongの2相であろう｡

2村の間を流れる小流はその北方 2kmによ

こたわる海抜 169m の小丘陵 NdiMieuに

発する｡ 丁部領出生の地といわれる撃間洞は

おそらくこの NdiMieuに拠った丘陵周辺の

村落のうちに考えることができる｡

丁部領は父丁公署 (DinhC6ngTrd) の
死後,母謂 (Dam)氏 と と もに ｢洞山神両

側｣にいり (大越史記全書 1), のち衆を擁

して ｢陶決肪｣に自立したという｡この洞山

(DbngSo'n)は大南一統志寧平省寺観にある

洞山寺のことであろう｡ 同書によれば,洞山

寺は｢在省城内,洞山西麓｡｣とある｡次の陶

襖研 くDaoOosach)36)は不明である｡

次に周囲の土豪と争いながらその勢力を拡

げていくが,そのうち丁部領が叔父に逐われ

て ｢雫家娘滞橋｣という橋をすぎると,その

橋が折れて,危 うく一命を失いかける場面が

ある｡ この帝家 (DamGia)について綱目1

丁先皇帝元年註は

讃家｡村名,今募遠惜舎社是｡

としている｡惜舎はかつて要舎 ･情江の2社

であったとみえ,大南一統志寧乎省/lf74廟には

院明空寿司,在嘉遠願｡古君舎惜江二社同奉

祀｡

としている｡ 惜舎社 (Di占mXa)はニンビン

市の西北西 11km,先の ChiHai社の南西

4･5km の地に HoangLongGiangの河岸に

分布する一連の小規模な沿河微高地上の村落

列の中にある｡

周辺土豪を倒 し,ついで各地の十二使君勢

力を破った丁部領ははじめ ｢津村華地｣に都

しようとしたが, ｢其勢狭院｣なると ｢設険

35)ほぼ同文が綱目前編5 呉南膏王元年註にの
ろ｡

36)越史略1先王では ｢譲渡柵｣とある｡
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之利｣なきをもって ｢華間｣に都 した｡この

｢津村｣ (Dまm Than)は先の葦家と同じで

あろう｡ HoangLongGiangの狭い沿河微高

地では都城とするに足 りなかった の で あ ろ

う｡ これは唐代の大羅城建設,李朝の昇龍城

(ハノイ)建設に並ぶような人工的な都城立

地の造成を考えなかったことを意味する｡37)

華関城は綱目前編5 呉南育王元年註に

花開城亦在裂平願,丁氏因山築城,周囲五

百丈,故地猶存｡---花閉域在長安,是其

所都也｡

とある｡大南一統志寧平省古蹟をみると

丁裂故都,在嘉遠願西北長安上下二社｡有

内城 ･外城,及石聞 ･東橋 ･塵橋 ･夢橋 ･

前場 ･塔寺 ･-柱寺諸名号,故地尚存.

とある｡ このように長安上下 2社が草間城す

なわち丁氏 (981年以降, 袈氏)の都城虻と

しての伝承を残している｡長安下社の背後に

ある龍朝山 (LongTri占uSo'n)には丁先皇

帝 (丁部領)の廟が杷られている｡38)

この長安上下 2社 (TrえngYenThu'9'ng･

Tr畠ngYenH争)を地形図 で み るO両社 は

Hu'ngH6a･HdaBinh両省からはりだした

石灰岩の 山地が,HoAngLongGiangの流

れに断ち切られた残丘の麓に分布している｡

LichSL'Vi今tNam に HoaLu'の丁先皇帝

･袈大行廟 (D昌nTha'DinhTien･hoangva

LeD争i-hanh)として掲載される写真はその
El

形状をよく表現 して い る｡[UyBanKhoa

H?cX孟H今iVi今tNan 1971:147]

図13は TrangYen社周辺の集落配置を示

したものであるが,これによれば丁氏の拠地

が HoまngLongGiangまたはその旧河道の

縁辺に発達した微高地上の村落 (図13におい

て列状に分布する集落)と丘陵周辺の村落の

37)筆問城が都城としていかに粗末なものであった
かは,宋史488交祉伝に ｢城中無居民,止有茅

竹屋数十百匠,以為軍曹,而府署淋院｡｣とあ
ることからも知れる｡

38)大南一統志寧乎省両廟｡
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複合からなることがわかる｡

しかしこの地域の平地部分は,第 1期から

すでに開拓のなされたラピッド河南北岸の自

然堤防地帯 ･残丘周辺地帯あるいはソンタイ

省の紅河河岸段丘部のような秋稲耕作を可能

にする微高地平面をもたない｡デルタ西辺を

画する石灰岩の 山塊 は HoまngLongGiang

の流れに沿って, PhもNhoQuanの付近で

巨大な湾入部を形成する｡ 西部山塊からの流

水はすべて, Day河の自然堤防とこの湾の

間に滞水する｡ すでに宋朝からの使 臣 が裂

檀 (LeH6an)の撃開城の府署を ｢鰍院｣と

し,39)また李太祖 (LテThAiTる)が華開城

から昇龍城 (ThangLong)への遷都理由に

｢以華間城秋院,不足馬帝王居｣(大越史記全●●
書 2 噸天元年,1010)とあるように,この

地が低温地であったことは当時から問題にな

っていた｡

かような低湿地における農耕は夏稲による

しかない｡同慶御覧地輿誌は嘉遠県の物産に

つし､て

地勢卑湿, 頻年秋唐, 夏禾者多, 秋禾無

幾,就其中,皆或有-二相高之田,只堪栽

植字藷貴賓瓜疏而己｡

として夏禾 (夏稲)栽培が中心であったこと

を示 している｡ その理由として同書 ･気候に

避年夏月多雨,上源之水不通,田禾多被浸

損,至八九月多雨,皆有盛唐塩入,民皆機

居船行,至十月 則水汐干海, 田闇始得耕

播｡

とある｡ 旧暦八,九月の李にはイカダ上に暮

らし,船で往来するほどの冠水があったこと

がわかる｡40)

39)注37)参照｡

40)海田能宏氏貸与の1973年 7月21日撮影のラン ド
サット写真をみると,TrangX孟社からPha
NhoQJlan にかけて他デルタにはみられない
大溢水地帯があらわれている｡いわゆるNho
quan湾入 (legolfdeNhoquan)であるO
[Gourou1965:25]
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かような地域に全デルタを軍事力で制圧す

るに足る権力が生まれたことは,一方で低湿

地における夏稲栽培が,単に秋稲に対する補

完的,第 2次的な農作物ではなく,デルタ開

拓の 1時期においてまさに積極的な,中枢的

な役割を果たしたことを示す ものである｡し

かしそれだけでは当時夏稲地帯としてしか機

能 しなかったであろう広大な低デル タの 中

で,なぜ紅河本流およびラピッド河から離れ

たこの地域に強大な権力が発生したかを説明

しえない｡

年代記を整理すると,伝統的な北部ヴェト

ナムの交通路において,華間を中心 とするこ

の地域がタインホア地方 と紅河デルタを結ぶ

上で,きわめて重要な位置をもっていたこと

がわかる｡大越史記全書8 建新2年 (1399)

八月に

掩林野設館含,自大津橋,至滞舎渡｡以便●●●
軍民往来憩歓｡

とある｡大津橋がいずこの地であったか,覗

在知 りうる手段はないが,滞舎渡が丁部領が

最初に建都を考えた滞村すな わ ち DAm Xa

社 もしくは DiさmXaであることは誤 りなか

ろう｡ 楚新 2年の時期はすでに陳 (Tram)朝

が形骸化し,タインホアに勢力をもつ胡氏の

実権が著 しく拡大した時期である｡おそらく

はタインホア方面, 特に西都 (TayD9)と

の連絡の強化のための有力な宿駅として,滞

舎が位置づけられたものであろう｡

古来から紅河デルタからタインホアに向か

う ｢丘の道｣ (routedecollines) は, ハ ノ

イからHえNam 省中央を南下 し,PhもL子

で Day河を渡 り, PhもNhoQuan をぬけ

て,PhsCatか らタインホア に はい る｡

[Robequain 1929:512]Diim Xaは この

PhaL≠-PhもNhoQuanルー トの上 に あ

り,後者からHoarlgLongGiangを約 27km

ほど下流に位置する｡ タインホア-紅河デル

タ連絡のきわめて重要な地位を占めていたと
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考えられる｡

さらにこの Di昌mXaは紅河デルタから海

上への出港であった可能性 もある｡ 大清一統

志 118安南には

州西南通有水口六｡酒家水口 ･責標水口 ･●●
液滴水口･西隣水口･大湾水口･大事水口｡

とあり,糟家は重要な港として位置づけられ

ている｡

滞家に近い華間 もまた内陸都市としてより

は,海辺の都市 として意識されて い た とみ

え,宋史247安南伝にのる端摂2年 (989),

架桓の草間城に任 した宋鏑 ･王世の見聞に

乃張笹,飲宴,又出臨海虞,以馬娯貫之遊｡●●
桓洗足,持竿入水,標魚毎中一魚,左右皆

叫課歓躍｡

とあって,華開城の近 くに海浜があったとし

ている｡ また華閉域-の攻撃が海からの水軍

によって企てられたことは呉日慶の反乱が示

すところである｡41)

さらに丁郡領自身の伝承にも下デ)i/タ一帯

の水運の.影が色濃 くさしている｡ すなわち丁

部領は幼少の時,紅河下流の腰水江の漁師で

あったといい,42)また同慶御覧地輿誌南定省

大安願 ･名勝には

丁先皇廟在院回社,水済神南在金銀社 今改

玉振｡ 丁先皇既乎十二使君,舟経金鎖社津

次.｡見神立干水上,日臣水神也,願効力輔

園,尋不見｡帝異之,立廟封上等神｡

とあって,丁先皇が水軍をもってデルタを攻

略したこと,水神伝説 と密接な関係があるこ

とを示 している｡ちなみに丁先皇廟 の あ る

隣回社 (Du'o'ngH6i)は 現 Day河と Nam

Dirlh河の合流点の北西 4km に位置する沿

岸砂丘列上の村落であり,ま た玉 振 (Ng9c

chan)は同じく南西 6km にあって Day河

41)大越史記全書 1 丁紀磨帝 ｢鮒馬具日慶,引占
城南師千絵鰻入電｡欲攻撃関城,纏大鵬 ･小康
二海Fj,鎗一宿,曾暴風起,舟皆覆没｡日慶及
占人溺死O惟其王舟優待退園o｣

42)大越史記全書 1 丁紀丁先皇10年 (979)0

に沿った砂洲上の村落である｡両社の所属す

る大安県 (D争iAn)は古来より海口 として

著名な大塊または大悪海口の地である｡43)

以上によって筆問に生じた丁部 徴 の権 力

が,農耕 としては夏稲栽培を基盤 とし,紅河

デルタ一夕インホア連絡,海上よりの紅河デ

ルタ連絡の)i,- ト上 と関係することによって

発生したものであることが推定きれよう｡

(C)布海口 (BbHaiX.hau)

十二使君のひとり陳覚 (TramL孟m)につ

いて越史略は ｢陳明公,名覚,嬢江荷口｡｣と

し,大越史記外紀全書 5は ｢陳覚｡稀陳明公｡

嬢布海口O｣とする｡ 前者の ｢江布ロ｣は山本

達郎氏によれば, ｢布江口｣の倒置であると

いう｡[山本 1943:45]

布海口について網目註は

李太宗天成五年,幸布海口桝籍｡南定省朋
建昌府武仙願奇布社 ｡ 使君陳党旗此,嘗辰

此地猶馬海口,故云｡

とあり,大南一統志南定省詞廟には ｢陳明公

示司｣として

武仙願奇布 ･蒲川二社奉把｡史外記,神 姓

陳,誇覧,字明公｡呉末起兵,接布海口｡

十二使君之一也｡按奇布社地分,丁以前□

馬海口,史記布海口即此｡

としている｡ここでいう奇 布 (KタBa)･蒲

川 (BaXuyen)の2社は現 ThaiBinh市の

南郊と西郊にあったが,現在は完全に市域の

中に投入 している｡

KタBa社の属する紅河本流,SangTraL夕

43)綱目前編4 李後帝元年 (157)註 ｢大場海口｡
古競大喝,又日大恵O李改大安O今大安粁翠遼
社遼海門,有超越王両｡｣
なお G.Masperoはこの一文から大安港を現

Q.u註nI.ieu(畢遼)社に比究した｡[G･Maspero
1928:122]しかしP･Gourouは現quむIIJieu
社の景観は, この村の成立が比較的新しかっ
たことを示すとして,別に大安をNam Dinh
河とDAy河の合流点に求めているO[Gourou
1965:44-45]
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と海の3辺に画 されたこの大三角洲は地形区

分上,従来の自然堤防 ･後背低地 ･上部デル

タなどとはまったく異なったいわゆる沿岸砂

丘列地帯を形成する｡44) したがってこの地域

の村落は砂丘上につ くられるため,海岸線に

乎行な線 としてあらわ れ る｡P.Gourouの

いう ｢沿岸砂丘列村落｣(villagesdecordons

littoraux)である｡ 沿岸砂丘列村落 は紅 河

下流域では ThaiBinh市の西北西 8km の

PhuongCap と DungThuyを結ぶ線 に は

じまり,南東方面に海岸線までほとんど切れ

めなく連続する｡

現今,当該地域は前論 [桜井 1979]で述

べたように長大な輪中堤防と,潮汐差を利用

した濯概排水網をもったきわめて生産力のた

かい地域 となっている｡ たとえば,1930年代

では KすBa社の属するKi占nXu'o'ng(建昌)

府では 18,300haの米田のうち 7,900haが

二期作田とな り, 同田の平均収穫量は haあ

たり 2･2tに達 す る｡ [Henry 1932:249]

また人口密度でみると,タイビン省は全体で

1km2 あたり593人 とな り,紅河 デル タで

はナムディン省につぐ過密を示 して い る｡

[Henry 1932:23]しかし,これは い うま

で もなく周囲 120km にも及ぶ大規模な輪中

堤防のゆえであって,これを砂丘開墾時の状

況にそのままあてはめることはできない｡

5万分の 1地形図でこの地域 を精査 す る

と,Ti占nHai(銭海).県と Trv'cD主nh(真

定)県を分ける線 (ほぼ国道90号線に平行す

る)で,田地の区画線が明確に異なることが

看取される｡すなわち前者においては,区画

線はほぼ海岸線に垂直方向にひかれ,各田地

は整然 とした長方形に分割 される｡他方,後

者の T叫'cD享nh児以西の3県のそれは,村

落 こそ海岸線に平行 して列状に分布するが,

44)沿岸砂丘列の形成過程については紅河デルタで
は Gourou[1965:35-37],タインホアデルタ
ではRobequain[1929:264-265].

626

区画線は不整条にひかれ一見混沌とした様態

を示す｡これは別に論ずるごとく,Ti占nHai

県が 1828年院公署 (Nguy昌nC6ngTr血)に

よって,人為的に形成設立されたことを示す

ものであり,逆にいえば Trv'cD主nh県以西

の3児はそれを以前に小規模開拓の連続によ

って形成 されたことを示す ものである｡した

がってこの北西から南東への列状村落の波は

そのまま砂丘列村落の開拓の歴史を示 してい

るとしてよい｡10世紀に現 KテBaが海口で

あったとする伝承 が正 しけれ ば,Phuong

CapにはじまりKテBaにおわる線 が 当 時

の砂丘列開拓の限界であったと考えてよかろ

う ｡

ではこうした小規模な砂丘列開拓はいかに

行われたであろうか｡P.Gourouは堤防列の

できる以前の海縁の状況を次のようにいう｡

堤防ができるまえの海緑部は,低潮時には

泥だらけの平原の景色を示す｡そこで人々

は特に原始的な漁業にいそしむ｡雨水や海

水が流れこむ低窪地にあっては,川沿いの

村民は竹のあ じ ろ垣 で つ くった堰 (de且

barragesenclayonnagedebambou)をつ

くり,そこにヤナ (masses)やワナ (pi主ge)

を置 く｡そこでは彼 らは泥の上を,蘭部を

まるくたわめた板でできたそりの一種をつ

かってすべる｡ 彼 らは泥の中に片脚をつっ

こんで,この器具をおし,カニを追いかけ

まわすのである｡ この間にこの憂轡な拡が

りをにぎわせるに足 るいくらかの緑が生ま

れる｡ ほんの少 したかい土地 (-砂丘列)

の上には草や葦が生えだす｡堤防の内側に

は蘭草や,時には十月米すらみいだすこと

ができる｡[Gourou 1965:206]

浮上 した新洲からの塩ぬき作業について,

Robtquainは タインホアデルタの例をひい

て次のようにいう｡

海岸地帯はその標高のために大河の氾濫か

らは守 られている｡ ここでも他の地方 と同
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様,人々は可能な限 り,現在の入江の岸の

上に,また砂丘列の間につづく沼沢地や古

い河床に大 きな面積を幾待 しようとするO

ここにおいては海水が最大の敵である｡ 低

地は少 しずつ防潮堤で囲まれるよ うに な

り,それは地表に不整形な寄せ木細工を描

きだす｡ たとえば L争ChTru'o'ngや Sam

So'nの2万5千分の l地形図には そ の形

がはっきりとあらわれる｡その中の土地は

干潮の際の河水や時折の雨によって塩ぬき

される. Day河の NgaSo'nの3総におい

て新 しい沖積地をつくりだしたのはこの方

法である｡[Robequain 1929:313]

塩ぬきされた土 地 の整 備 に つ い て R.

Dumontは次のように報告する｡

地均 しは通常,蘭章栽培のあと,人々がそ

の土地が十分塩気がぬけたと考えた時にな

される｡ この時,不正規な数十 cm単位の

凹凸が土地を覆い,地表 と水準 とは隣 りあ

っている｡土地は多かれ少なかれ妻尼状であ

E),通常夏季には冠水する｡ 地均 しは通常

乾季の2月から4月,冬枯れの季節に行わ

れる｡ 鋤 (beche)で高地にもりあげられ

た土塊は腕木でひかれるそりの上にのせ ら

れる｡ これは2本のそり板の上に板をわた

したものである｡--土地が十分に固まっ

た時には,水牛が土をのせたソリをひく｡

低地では輪中を通ずる掘 り割 り (arroyos)

が海とつながってお り,その水位は潮汐と

ともに変化する｡ 人々は小舟による運搬

にもっとも適 した水位を利用する ことが

できる｡ 地表の平均的な たかさが水準 と

あまりちがわなくなった時, 人々は 団地

(parcelle)の上に 50-60cm の小さな掘

り割 りをつくり,土を運搬するために,竹

で編んだ小舟をとおす｡これらの掘 り割 り

は運搬のために必要 とされる時だけ掘削さ

れた｡[Dumont1935'･153-154]45'

このようなほとんど自然的な条件に順応する

形の土地造成は,銭海県の開拓でみられたよ

うな国家による大規模投資を必ずしも必要と

しないo Robequainの見聞したところではタ

インホア省の南部, TrinhCia(静嘉)府の

TuanLa総の KimCbcとPhhCu'という村

で,Cn'aBang海口の右岸に拡がる潟地を干

拓 した際,ヴェトナム人文紳 (Ⅴ益nTan-村

落内有力者)が自力で 3km ほどの堤防を半

弧状につくったという｡[Robequain 1929:

314]布海口には李朝の通端 5年 (1038)に

籍田が置かれている｡46) このころの開拓法を

知る史料はない｡しかしかなり後代ではある

が,大越史記全書 8 光泰10年 (1397)に以

下の記録がみられる｡

初宗室諸家,毎令私奴牌,於瀕海地,築堤

堰｡障繭水o二三年後,開墾成塾｡互相嫁

安居之｡多立私庄田土｡

これによれば,防鹸堤を築 き2, 3年ののち

に田地にするといい,1930年代にみられた伝

統的な瀕海部の開拓法が14世紀にすでに行わ

れていたことが推定されるOとすれば,陳寛

の権力といい,先の李氏による籍田といい,

規模の大小はあれ,小領主レベル,村落レベ

ルによる相似た方法による瀕海砂丘地帯の開

拓がすでに10世紀に行われていたとしても大

過あるまい｡

しかしながら,農業的開拓がすでに砂丘地

胃に及んでいたことは誤 りないとしても,そ

れのみが陳覧の権力を説明するとは思 えな

い｡先の華間などと同じく,農業的開拓前線

は同時に地域コアに対する農業的後進地域で

あったことは疑いえないからである｡ ここに

は K夕Baa)海口としての意味が付加されな

45)Dumontの報告のうち最後の1行はきわめて重
要である｡一般にタイビン省の大輪中において
縦横にめぐらされたクリークは濯概のものと思
われているが,少なくとも開拓初期においては
潮汐差を利用した運搬用の運河として掘られた
と考えられる｡

46)大越史記全書 2 通端 5年春二月 ｢帝 率布海

口,桝籍Ⅲ｡J
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ければならない｡

図11をみると,細江 (奉公社),章湯渡 (彰

陽社),藤州 (藤洲社)と,紅河沿いの泊地 と

思われる地点の連続上に布海口 (奇布社)が

位置 していることにきづく｡布海ロー藤州の

距離は藤州-章陽渡の距離 とほぼ等 しい D 嗣

徳年間に行われたラピッド河の大 開 後 に よ

り,近代ではハイフォンーハノイ連絡が水路

上の大動脈 とな り,紅河水運はその海口部の

土砂 と,河底の浅さか ら運航路 としては著 し

く衰退 したが,かつてラピッド河が掩塞 して

いた時其耶こは47)紅河は積極的な意味をもって

いたであろう｡

この推定を裏づけるものに先の丁部領 と陳

賢 との関係がある｡ 大越史記外紀全書 5 宋

乾徳 5年 (967)に

時海内無主｡十二使君学長,莫能相銃｡丁

部領聞陳明公有徳而無嗣,乃興英子漣,荏

依之｡明公見其形貌魁奇,又有器量,国賓

馬己子,受遇之｡

とあ り,陳明公 (陳覧) と丁部領が義児関係

を結んだとされる｡先に もふれたように丁部

領の伝承は Day河の海口部を経て紅河下流

の腰水江にまで及ぶ｡贋水江 と布海口は紅河

本流の2支にすぎないO とすれば,丁部敏一

陳覧の同盟関係は,その農業基盤を離れた海

口泊地連盟の要素がつよい｡恵まれた農業立

47)ラピッド河は紅河の1支流であるが,洪水期に
は4,600m 3/secを排水する大河である｡にもか
かわらず,SeptPagodesまで進入する潮水に
さえぎられ,大量の土砂を河底に沈澱する｡こ
のためきわめて浬塞しやすい河川である｡安南
志原 1山川に ｢天徳江 (ラピッド河)｡香名逆
漁江,文名東岸江｡滴江東岸分流,下通平灘
江｡裂時慣王師之吊伐,役民漂塞己久｡園朝克
平之後,掌布政司黄偏重加俊治,舟板始通｡｣と
して,15世紀には人力で浬塞可能なまでに舟運
が困難であったことを示している｡こののちい
つのころからかまた淫塞し,嗣徳年間にいたっ

て開披の議が起り,嗣徳12,3年 (1859,1860)

に漕徳新江が開かれたのである｡かようなラピ
ッド河道の変化は即紅河水運の衰微に結びつい
たのであろう｡
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地に拠 る地域コアの諸権力に対 して,周辺部

にはより商業的性格のつよい権力が生 じたと

みることができよう｡

(D)茶郷 (TraHu'o'ng)

晋開運元年 (944)呉権が没すると, 楊 三

苛がその位を奪った｡楊氏の迫害を怖れた呉

権の長子昌笈 (Xu'o'ngNg争p)は大越史記外

紀全書 5 晋開運2年 (945)によれば,｢南

新江｣にのがれ,この地の ｢茶郷指令公家｣
にかくまわれたという｡ 越史略 1の呉紀楊平

王は同じく ｢呉王子呂笈奔茶郷指令公家｣ と

するo 綱目註 に は ｢茶郷即金城願, 古既茶

郷｡｣ とあ り, ハイズ ォン省の Kim Thanh

(金城)であるという｡

Kim Thanh県 は HaiPh6ng市の西方ほ

ぼ 20km にある S6ngKinhMan(荊門江)

と LachTray,S6rlgBinhに囲まれた三角

洲上の県で,ほとんどが海抜 2m以下の地か

らなり,不断に潮水の影響を被 る地である｡

同慶御覧地輿誌海陽省をみると, 二 条 の 大

江,四条の小江のい ずれ もが潮汐による水位

差が4尺から5尺を下 らない｡

現今の5万分の 1地形図をみ る と, この

Rim Thえnh.県の村落には大 きく三つの察型

があることがわかる｡ その第 1は洲央部のタ

イダルクリークの尖端のさらに奥に分布する

一群の村落である｡ この洲央村落群はデルタ

の大部分を占める起伏地上の村落に比 して,

平坦な洲上に無秩序に建設 された点において

顕著な対称をなす｡P.Gourouはこれに寮似

するデルタの村落群をまとめてキムタイン型

(letypeRim Thanh)とよんだ｡

デルタ東部,ラピッド河 とタイビン河の合

流点の南に,明確な形 こそもたないが,そ

の地域の上に,規則正 しく分布する村落群

をみいだすことができる｡ これ らの村落の

輪郭は気まぐれで凹凸がはげしい｡村落は

平坦な土地の上に建設され,そこでは大 き



くくぼんだ谷の中をク

リークが流れるO

そこには集住の もと

になる土地の起伏がな

いため,村落はクリ-

クの縁を除くいかなる

地点にも建設されるの

であるOバンプ-運河

の南ではこの型の村落

はタイビン省の北半を

占めて紅河 まで つ づ

く｡ そしてすでにみた

ように,これらがみあ

たらない地 域 の 中 で

は,沿岸砂丘列村落の

中央に再び あ らわ れ

る｡ このようなゆるん

だ村落群を我々はキム

タイン型 とよぶ｡これ

はこの 型 が もっと も

顕著にあらわれるハイ

ズ ォン省の県の名であ

る｡ [Gourou1965:
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爵 - r ヽ聖篭 ヨ ご

0 1,000mL_･.一

243-244]

第2の型は KimThanh

県の南方 LachTray河と LachV益nUo河

のつくる三角洲上に分布する集落群であるしっ

これは両河川の河岸を縁 どる強固な堤防で村

落を守っている｡)

第 3の型は KimThanh県をめぐる大堤防

に接 した集落群である｡

呉呂笈の頼った指令公の権力はどのような

集落歎型によったと考えられるだろうか.

図14の堤防線 か らわ か る よ うに,Kin

Thanh_県を画する各大河川には堤防が設置

されている｡しかしこの大堤防と集落立地 と

の関係をみると,両者はまったく相関せず,

堤防は集落よりもむしろ田地を潮水から守る

ためにつくられて いることにきづく｡Ⅹuan

旧 タイダルクリークの
残 した崖一一●■･堤防

▼ ∫_I}

iu& 忘15世紀に遡 りうる村落それ以後の分村

図14 HaiDl∫qng省金城県南部

Mang･PhanXaにおける S611gRang沿い

の堤防, また西南部の TrungHang･Hong

Kheなどにおいて その儀｢加ま顕著 である(〕

またこれら大堤防はハノイ ･ハイフォン線の

土盛 りはもとより,いずれもきわめて直線的

な形状をなしている｡これは堤防の成立が比

較的新 しかったことを示す｡この意味で大堤

防に依拠する第 3の型の集落は前二者より新

しいとすることができる〔つ

金城県の村落数は15世紀末71社,16世紀67

社 1村,17世紀77社,18世紀73社,19世紀初

81社,または78社6村 5坊であり,同慶御覧

地輿誌 (19世紀中期)の79社村 とほとんどか

わらない｡したがって同慶御覧地輿誌にのる
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79社村のほとんどは15世紀にまで遡 ると考 え

てよかろう｡図14では同慶御覧地輿誌にのる

村落名を黒 く塗 りつぶ してみた｡これでみれ

ば,明 らかに第 1および第 2の集落群は15世

紀に遡 りうることがわかる｡ しかし図14の上

で判別 しうるように第 2の集落は現河岸よ り

200-300m 突出 しているため, 第 1の洲央

上の集落 とはらがって,村落の成 立 は 同 時

に防潮堤の存在を意味する｡ この 集 落 群 は

QuanTrang(観荘)総を形成するが, 同慶

御覧地輿誌の観荘総社名 と, 5万分の 1地形

図の QuanTrangを比較すると この型の村

落のすべてが 荘 (Trang)を共有することに

きづ く｡ 観 荘 (QuanTrang)･竃荘 (Trv'c

Trar]g)･上 荘 (Thu'9'ng Trang)･下 荘

(H争Trang)･益荘 (ichTrang)･大荘 (D争i

Trang)･義荘 (NghiaTrang)･中荘 (Trung

Trang)がこれである｡ この荘名はかつて田

庄 (DiるnTrang)として この村落群が形成

されたことを示唆する｡

15世紀以前におけるこうした地域の田庄形

成の事例 として 思い起 こされるのは, 13,4

世紀に陳朝貴顕によって大規模に造成 された

禦朗堤による洲上田圧である｡15世紀以前に

遡 りうること,防潮堤を必須 とすること,そ

して荘名を共有することの 3点か らみる時,

この第 2の集落群,QuanTrang総は陳朝田

庄期にまで遡 りうるという推測は十分な りた

ちうるであろう｡ とすれば第 1の集落群キム

タイン型村落の成立は,第 2よ り古いとする

ことがで きよう｡

とすれば,昌笈の頼 った地はこのキムタイ

ン型の村落以夕恒こはあ りえない｡ これは同時

に10世紀段階において,低平な沿海洲上にク

リーク群によって囲まれた集落がすでに存在

し, しか もそれが中央の楊氏の勢力に対 して

半ば独立的に勢力圏を有 していたことにはか

な らない｡

筆者は先に別諭 [桜井 1979]において,
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漢代,六頭江 (SeptPagodes)方面に潮汐に

よって田面水位が変化する特殊な田が存在 し

たことを仮定 し,48)これを中国人の記録でい

う雑田に比定 した｡いまもしこの仮説が認め

られ うるな ら,本来河岸洲上において開発 さ

れたこのアウス系統の移植農法が,六頭江以

東に生 じた新沖積土の上に展開された もの と

して,10世紀におけるキムタイン型村落の成

立を考 えることができるだろう｡

しか しなが ら,その農耕条件は自然堤防 ･

丘陵周辺に依拠するコア ･エ リアの村落群に

比 して著 しく低かったであろうことは否めな

い｡それは当時の諸権力の分布がラピッド河

東端か らこの地域にいたるまでに,広い空隙

を示 していることか らも理解 される｡

とすれば,何がゆえにこうした農業不適地

の洲上に,中央に一応対抗 しうるような別個

な権力が生まれ うるのであろうか｡史料を欠

くためにこれ も推測をでるものではないが,

前述のごとく,海上より紅河デルタ ･コア ･

エ リアに通ずる三大河口のうち, SangDay

には 丁部額の権力が, また紅河-SangTra

Lタには陳明公の権力が 生 じたことを思いあ

48)この種の田は前論において述べたように1975年
に高谷好一氏がメコンデルタの沿海部において
目撃している｡1930年代にはもっと広い分布を
もっていたものとみえ,YvesHenryは次のよ
うに報告している｡ ｢我々はまずそれら (氾濫
米田の稲)を潮汐の影響下にある海岸沿いの佐
田にみいだす｡この型の米田はデルタのいたる

ところに存在するoしかし,コーチシナの東海
岸,バサック･メコン･ヴァイコ･ドンナイの

各デルタはそのもっとも重要な部分である｡ 1
日2回,潮の運動にしたがって,田は水で覆わ
れ,ついで水がひく｡乾季にはこれらの田のほ
とんどすべては塩水をうけるだけであり,雨季

には天水もしくは河の温水による淡水 を うけ
る｡この結果としてこれらの土地は多かれ少な
かれ,塩気を帯び,農業活動は往々にして塩水
が退いた時から,また来るまでのきわめて短い
時期に限定されるOそれゆえにこれらの米田に

栽培される主たる品種は耐塩性をもつ｡そして
この耐性は海岸に近づくにつれてより強くなけ

ればならない｡｣[Henry 1932:263]
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わせる時,やはりこの指令公の権 力 もま た

S6ngThAiBinh-ラピッド河の運航路 とまっ

たく無縁ではなかったろう｡ とすれば,この

ま と

本論は紅河デルタの開拓史を他の東南アジ

ア諸デルタの開拓史 との比較の観点から分析

しようとする計画の一環 として10世紀を対象

に書かれたものである｡

第 Ⅰ章においては,ヴェトナムの最初の独

立王朝の創始者である呉権の拠地唐林 ･十二

使君時代の倦遊 ･武寧の2土豪を例に,紅河

デルタ初期開拓期 と同じく,段丘下位 ･残丘

周辺の権力が存在することを指摘 し,これを

第 1期A型 ･B型 とした｡

第Ⅱ章においては,ヴェトナム般初の長期

安定王朝の創始者である李公蕗の拠地古法 ･

十二便君時代の超類 ･峯州 ･院家 ･西扶烈 ･

細江の各土豪,前案朝時代の諸子分封の地 と

しての未達 ･扶帯などを例に,紅河デルタの

初期開拓期と同じく自然堤防上に多 くの権力

が発生 したとし,これを第 1期C型とした｡

第Ⅲ章においては,呉権に先行する交州土

着節度使曲氏の拠地である洪州 ･前裂朝時代

の扶蘭案を例に,旧河道 ･小河川の自然堤防

を利用 した上部デルタ地域の開拓の存在を示

し これを第 2期A型 とした｡また十二使君

時代の杜洞江 ･丁部領の暗殺者である杜釈の

出身地大境を例に,小微高地 と夏稲耕作の組

みあわせによる西氾濫原 (ハ ドン大輪中)-

の進出がなされているとして,これを第2期

B型 とした｡

第Ⅳ章では,呉朝の纂奪者である楊三軍の

食邑である章暢 ･十二使君時代の藤 州 を例

に,旧来の自然堤防上に立地 しても,同時に

その河岸側の洲上をみすえた権力が生じてい

ることを指摘 し,これを第 2期C型とした｡

第Ⅴ章では,こうした第 1期から第 2期-

の型が,段丘 ･残丘 ･白然堤防によるコア ･

茶郷-Kim Thanhの権力 もデルタを囲続け

る外縁部の商業的な権力の一つとして仮定す

ることも可能であろう｡

め

エリアから,上部デルタ ･後背低地 ･砂洲へ

の自然的な参透 と考えられるのに対 し,これ

らから遠 く離れたデルタ外縁部にも,別個の

権力が発生するとして,丁部領の筆問を例に

段丘および下湿地の組みあわせが,水運の便

を軸 として成長するとした｡また十二使君時

代の布海口,呉権の子をかくまった指令公の

拠地茶郷を例に沿岸砂丘列地帯 ･クリーク地

帯にも権力が生じていることを示 し,先の華

間にならえばやはり水運との関係が考えられ

るとした｡また十二使君時代の渦潮を例に,

山地でも紅河上流の水運を軸に同様の権力が

生ずるとした｡

以上の分析により,10世紀の紅河デルタは

旧来のコア ･エリアから上部デルタ ･後背低

地 ･河洲-の進出が顕著にみられる一方,す

でにその外縁部での開拓がはじまっているこ

とが明らかになった｡その開拓はおそらくさ

したる農業技術の進歩をともなわなくても,

村落または村落連合レベルの労働力と,作付

け選択を基調とする農学的な適応によって十

分対応 しうるものであったろう｡

しかし,デルタ外縁部の沿岸砂丘地帯 ･ク

リーク地帯がひとたびその農業領域 として意

識されるや,こうした旧来の農法による対応

はただちに限界につきあたらざるをえない｡

その限界を突破するものは,新たにコア ･エ

リアにおいて成立した統一独立王朝による労

働力の組織化 と,ほぼ同時期に,中国江南デ

ルタにおいて活発化するデルタの工学的開拓

技術の導入であったろう｡11世紀,12世紀の

紅河デルタの変容はこの視点のもとに次に究

明されなければならない｡本論はランドサッ

トの利用法, 5万分の 1地形図の読解,地形
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区分の概念な ど, これまで筆者のデ ィシプ リ

ン外の方法論について,海田能宏 ･高谷好一

･安成哲三の諸氏に学ぶ ところが多か った｡
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また 5万分の 1地形図の借覧に関 しては在バ

ンコクメコン委員会の川合尚氏の御好意によ

る｡ 末尾に記 して感謝の意 を表 したい｡
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